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オリーブ

な
共
通
し
た
課
題
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
自

治
体
も
地
域
ご
と
の
課
題
に
対
し
て
、地
域
資
源
を
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
地
方
創
生
に
成
功
し
て
い
る
地

域
は
、
自
治
体
職
員
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
住
民
に
も
熱
意
が
あ

り
ま
す
。
行
政
に
頼
り
き
り
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
地
方
創
生
に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

２
年
目
で
あ
る
現
在
は
、
開
発
振
興
部
に
所
属
し
、
主
に
２
つ
の
事
業
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
む
市
町
に
対

し
て
、
具
体
的
・
実
務
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
専
門
家
に
業
務
を
委
託
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
能
力
を
活
用
し
て
ま
ち
な
か
の
都

市
機
能
等
の
維
持
・
拡
大
を
総
合
的
な
側
面
か
ら
促
進
し
、
地
方
創
生
に
資
す

る
よ
う
な
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業
」
で
す
。
２
つ
目
は
、Society5.0

の
様
々
な
可

能
性
を
活
用
す
る
地
域
を
実
現
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
と
な
る
市
町
に
よ
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
、
成
果
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
に
資

す
る
よ
う
な
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
モ
デ
ル
事
業
」
で
す
。
い
ず
れ
の
事
業
か
ら
も
、

行
政
だ
け
で
な
く
民
間
の
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
住
民
を
巻
き
込
む
こ
と

が
、
地
方
創
生
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
進
技
術
を
活
用

し
て
の
地
方
創
生
に
取
り
組
む
事
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
く

世
の
中
に
あ
っ
て
は
、
自
治
体
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
技
術
を
活
用
し
デ
ー
タ
を
入

手
し
た
う
え
で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

こ
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
、
日
々
学
び
な
が
ら
、
業
務
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。
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識名園は1799年（寛政11年）につくられ、王家の
保養や外国使節をもてなすために使用された琉球王
家最大の別邸です。「心」の文字の形をした「心字池」
を中心につくられ、園内を廻遊して鑑賞することが
できる日本独特の「廻遊式庭園」でありながら、中
国風のあずまやの「六角堂」や大小のアーチ橋も配
するなど琉球独特の工夫が見られます。
2000年（平成12年）に「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」として世界文化遺産に登録され、2019
年（令和元年）には「琉球王国時代から連綿と続く
沖縄の伝統的な『琉球料理』と『泡盛』、そして『芸能』」
として日本遺産にも認定されました。
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随感随筆
関係人口とウェルビーイング
株式会社ソトコト・プラネット代表取締役　ソトコト編集長　指出 一正 氏 

地域イノベーション連携推進事業

公民連携推進事業

地域再生マネージャー事業（短期診断）
長野県上田市武石地域

令和 3 年度 地域産業交流セミナー オンライン開催
講演１　『アフターコロナを見据えた地方創生のある

べき姿』　～人口移動から考える地方戦略～
株式会社日本総合研究所　調査部　上席主任研究員　藤波 匠 氏

講演２　“にぎやかそ（にぎやかな過疎）”の軌跡とこれ
から　～ウィズ／アフターコロナ下の地域振興のあり方～
株式会社あわえ　代表取締役　吉田 基晴 氏

ふるさと融資紹介
令和 3 年度 ふるさと企業大賞
26 「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
仲間と地域に根ざした内航海運産業を守る
舛宝海運有限会社　代表取締役　木村 治 氏 

28 熊本県上天草市　堀江隆臣市長に聞く 
30 「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
先進アルミ箔加工技術で富山の製薬産業に寄与
昭北ラミネート工業株式会社　代表取締役社長　中川 雄介 氏 

32 富山県富山市　藤井裕久市長に聞く

職員レポート
全国の地方創生のために
開発振興部開発振興課　近藤 優輝
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観
光
以
上
、
移
住
未
満
の
第
三
の
人
口
と
称
さ
れ
る
関
係
人
口
。
そ

こ
に
住
ん
で
は
い
な
い
が
、
特
定
の
地
域
と
多
様
に
関
わ
る
人
の
こ
と

を
指
す
。
国
土
交
通
省
が
２
０
２
１
年
3
月
に
発
表
し
た
「
地
域
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
れ
ば
、
全
国
に
は
１
８
０
０

万
人
を
超
え
る
関
係
人
口
が
存
在
し
て
い
る
。
関
係
人
口
の
一
歩
手
前

の
人
た
ち
を
含
め
れ
ば
、
潜
在
的
に
は
こ
れ
以
上
の
多
さ
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

関
係
人
口
が
な
ぜ
立
ち
現
れ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
ま
で
は
移
住
定
住

や
、
地
域
振
興
、
人
口
減
少
な
ど
の
地
域
課
題
と
紐
づ
け
る
よ
う
な
か

た
ち
で
答
え
が
導
き
出
さ
れ
て
い
た
。
出
身
が
首
都
圏
で
、
ふ
る
さ
と

を
持
っ
て
い
な
い
若
者
層
の
憧
れ
や
都
市
の
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
暮
ら

し
と
は
異
な
る
、
中
山
間
地
域
の
人
間
ら
し
い
営
み
へ
の
共
感
は
、
そ

の
い
い
例
と
動
機
だ
。

関
係
人
口
は
、
主
に
２
０
０
４
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
復
興
に
携

わ
っ
た
若
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
そ
の
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
る
と
約
20
年
の
関
わ
り
の
形
態
の
蓄
積
が
あ
り
、
ま
た
、
変

化
が
見
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、「
地
域
内
関
係
人
口
」
や
「
オ
ン
ラ
イ

ン
関
係
人
口
」、「
流
域
関
係
人
口
」「
海
流
関
係
人
口
」
と
い
っ
た
、

距
離
や
都
市
と
地
方
の
対
比
だ
け
で
は
計
れ
な
い
、
多
様
な
か
た
ち
に

分
化
し
は
じ
め
て
い
る
。「
関
係
人
口
は
数
で
は
な
く
、
粒
の
論
理
だ
」

と
ず
っ
と
話
し
て
き
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
を
認
識
し
、
大
切
に
す
る
粒

立
ち
。
こ
れ
は
都
市
と
地
方
の
関
係
人
口
の
論
議
だ
け
で
は
な
い
。
わ

た
し
た
ち
の
暮
ら
す
社
会
の
な
か
で
、
誰
も
が
誰
か
の
存
在
を
認
め
合

う
こ
と
。
人
は
、
互
い
に
関
わ
る
こ
と
を
楽
し
み
、
好
む
の
だ
。

こ
の
関
係
人
口
の
行
動
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
言
葉
が
最
近
、
注
目

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（W

ell-being

）。
直
訳

す
れ
ば
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
「
よ
い
状
態
」
を
指
す
が
、
人

間
味
を
入
れ
て
訳
す
と
し
た
ら
「
ご
機
嫌
な
状
態
」
と
い
っ
て
も
い
い
。

政
府
の
政
策
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
で
も
、
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
最
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
ハ
ッ
ピ
ー
は
と
も
に
幸
せ
に
通
じ
る
概
念
で

似
て
い
る
が
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
中
・
長
期
的
な
感
覚
で
あ
る
の

に
対
し
、ハ
ッ
ピ
ー
は
短
期
的
だ
。関
係
人
口
は
、人
や
地
域
と
出
会
い
、

そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
親
し
く
な
り
、
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
中
・
長
期

的
な
行
動
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
個
人
の
、
人
間
と
し
て
の
成
長
の

表
れ
で
、
そ
の
満
足
感
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
近
い
。
事
実
、
居
心

地
の
よ
い
多
拠
点
生
活
や
多
様
な
距
離
の
移
動
、
そ
し
て
地
域
に
関
わ

る
こ
と
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
度
が
高
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。

地
域
で
は
、
人
が
人
を
認
識
す
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
存
在
を
視
覚

的
に
も
心
理
的
に
も
肯
定
化
さ
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
人
が
関

係
人
口
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
れ
ば
、
な
お
さ

ら
だ
。
こ
れ
は
、
自
分
自
身
の
社
会
で
の
あ
り
方
を
見
つ
け
ら
れ
る
と

い
う
多
幸
感
、
満
足
感
に
も
つ
な
が
る
。
関
係
人
口
と
は
、
地
域
を
通

し
て
自
分
自
身
を
見
つ
け
ら
れ
る
概
念
、
あ
る
い
は
自
分
が
社
会
に
い

る
、
あ
る
こ
と
へ
の
安
心
感
、
す
な
わ
ち
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
そ
の
も

の
な
の
だ
ろ
う
。

関
係
人
口
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

株
式
会
社
ソ
ト
コ
ト
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
　
ソ
ト
コ
ト
編
集
長
　
指
出 

一
正

随
感
随
筆
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地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
と
は

令
和
３
年
度
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
の
背
景

我
が
国
で
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
慢
性
的
な
財
源
不
足
・
人
手
不
足
な
ど
、

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
中
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・０
の
様
々
な

可
能
性
を
活
用
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
と
維
持
と
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
と
は
何
か

「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
」
と
は
、
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
の
た
め
、
地
方
自
治

体
が
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
公
民
連
携
で

サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
等
を
開
発
・
実
証
・

事
業
化
す
る
公
民
連
携
の
取
組
み
で
す
。

例
え
ば
、
図
の
よ
う
な
地
域
課
題
解
決
の
実

証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
で
す
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
研
究
会

当
事
業
で
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・０
の
様
々
な
可
能
性
を
活
用
す
る
地
域
の
実
現
に
向
け
、

こ
の
分
野
の
有
識
者
10
名
か
ら
な
る
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
研
究
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
研
究
会
で
は
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
に
つ
い
て
モ
デ
ル
と
な
る
地
方
自
治
体
に
よ
る

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
先
進
事
例
の
調
査
を
行
い
、
公
民
連
携
の
視
点
か
ら
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
手
法
に
つ
い
て
研
究
し
、
全
国
へ
発
信
し
ま
す
。

地域イノベーション連携推進事業
ふるさと財団では地方自治体が民間企業等と公民連携で、ロボット、AI、ビッグデータなどの 

Society5.0 につながる技術を活用し、新たな切り口で地域課題の解決や地域の活性化を推進する「地
域イノベーション連携（Local Innovation Partnership：LIP）」の取組みを支援しています。
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地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
モ
デ
ル
事
業

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
に
つ
い

て
モ
デ
ル
市
町
村
に
よ
る
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
行
う
た
め
、
モ
デ
ル
市
町
村
に
対

し
て
、
そ
の
取
組
み
全
体
を
総
合
的
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
外
部
の
専
門
的
人
材

に
業
務
の
委
託
等
を
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

先
進
事
例
調
査

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
を
推
進
す

る
た
め
、
先
進
的
な
取
組
み
を
実
施
し
て

い
る
先
行
自
治
体
に
つ
い
て
の
事
例
研
究

を
行
い
、
地
方
自
治
体
が
取
組
む
際
に
参

考
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
も
の
で

す
。令
和
３
年
度
は「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
連
携
の
手
法
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
を
先
進
的

に
進
め
て
い
る
地
方
自
治
体
の
事
例
の
う

ち
、
次
の
７
自
治
体
に
よ
る
６
つ
の
先
進

事
例
を
調
査
し
ま
し
た
。

次
頁
か
ら
は
令
和
３
年
度
に
行
っ
た

「
モ
デ
ル
事
業
」
の
成
果
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

助成対象

単一の市区町村（指
定都市を除く）、ま
たは複数の市区町村

（指定都市を含む）

助成率 2/3 以内

助成額 800 万円以内

調査対象事例

自治体名
（支援事業者） 事業名 事業概要

兵庫県神戸市
（NPO 法人コミュニティリンク） Urban Innovation Kobe

市役所内の部署が抱える様々な課題と、優れたアイデアを持つ
スタートアップ※をマッチングし、協働で課題解決に当たるこ
とで社会課題の解決とスタートアップ支援を同時に成し遂げる
取組み。

北海道札幌市
（D2Garage）

Local Innovation 
Challenge HOKKAIDO

さっぽろ連携中枢都市圏の市町村と道内外のスタートアップの
サービスやプロダクトをマッチングし、イノベーションの創出
を図るとともに、地域課題の解決に結びつける取組み。

埼玉県
横瀬町

横瀬町官民連携プラッ
トフォーム

（通称：よこらぼ）

民間から事業を募集し自治体が支援する形の官民連携プラット
フォーム「よこらぼ」を通して、町の活性化を目指す取組み。

静岡県 TECH BEAT Shizuoka
首都圏等のスタートアップと静岡県内企業との協業を通じて県
内の産業活性化や新たなビジネスの創出を図るオープンイノ
ベーションプログラム。

静岡県
藤枝市

オープンイノベーション
推進事業

全国のスタートアップと静岡県内の事業者（含む大学・研究機
関）が協業体制を取り、藤枝市に設定したテーマに対して提案
を行い、その結果として共同で実証実験を行う事業。

広島県
＋
廿日市市

ひろしまサンドボックス
＋
宮島エリアにおけるスト
レスフリー観光

県内外の企業や人材を呼び込み、様々な産業・地域課題の解決
をテーマとして共創で試行錯誤できる広島県をまるごとデジタ
ル・テクノロジーの実証フィールドにする取組み。

※革新的なアイデアで短期的な成長を目指す組織または企業のことをいう。
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地域イノベーション連携推進事業

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
モ
デ
ル
事
業

事
業
の
背
景

有
人
離
島
で
あ
る
浦
戸
諸
島
は
、
人
口
減

少
が
著
し
く
高
齢
化
率
も
７
割
を
超
え
て
お

り
、
主
要
産
業
で
あ
る
浅
海
漁
業
の
担
い
手

不
足
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
浦
戸
桂
島

地
区
・
寒
風
沢
地
区
復
興
応
援
隊
の
設
置
な

ど
様
々
な
振
興
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が

根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
従
来

の
発
想
で
は
島
で
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
手
法
に

よ
る
離
島
振
興
を
検
討
す
る
た
め
、
本
事
業

に
取
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

事
業
内
容

本
事
業
の
取
組
み
は
、
①
「
今
の
暮
ら
し

を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
②
「
島
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

③
「
法
規
制
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
3
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
目
標
に
実
施
し

ま
し
た
。

①「
今
の
暮
ら
し
を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

浦
戸
諸
島
へ
の
移
住
者
・
関
係
人
口
を
増

や
す
た
め
、
寒
風
沢
島
内
の
空
き
家
を
利
用

し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
構
想
の
事
業
化
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。
今
後
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
民
間
資
金
調
達
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
事
業
化
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
離
島
に
お
け
る
医
療

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
セ
コ
ム
医
療
シ
ス

テ
ム
㈱
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
浦
戸
諸
島
で
の

遠
隔
医
療
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

近
隣
の
医
療
機
関
と
の
協
力
体
制
や
遠
隔
医

療
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
負
担
が
今
後
の

課
題
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

② 

島
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

浦
戸
諸
島
に
お
け
る
産
業
振
興
、
島
民
の

宮
城
県 

塩
竈
市

事
業
名   「
浦
戸
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
：
株
式
会
社 

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ　
代
表
取
締
役　

菅
野 

永 

氏

桂島の海水浴場

塩竈市
仙台市

人口▪52,863人（R4.3月末）
面積▪17.37㎢
歳入▪37,013百万円（R2年度）
歳出▪35,255百万円（R２年度）

浦戸諸島の牡蠣の養殖

　

宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
松

島
湾
に
浦
戸
諸
島
を
擁
し
て
い
ま
す
。
市

域
面
積
17
・
37
㎢
の
内
、
本
土
の
市
街

化
区
域
が
12
・
91
㎢
で
、
そ
の
85
％
は

人
口
集
中
地
区
が
占
め
て
い
ま
す
。
市

内
西
南
北
の
３
方
面
が
丘
陵
地
に
囲
ま

れ
、
背
後
地
の
ほ
と
ん
ど
な
い
土
地
に
、

海
岸
線
の
埋
め
立
て
や
丘
陵
地
の
住
宅

開
発
な
ど
で
商
工
業
地
帯
、
可
住
地
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
浦
戸
地
区
は
、
塩

釜
港
か
ら
船
で
約
30
分
、
日
本
三
景
の

松
島
湾
に
点
在
す
る
島
々
で
す
。
大
小

様
々
な
島
か
ら
な
り
、
桂か

つ
ら
し
ま島、
野の
の
し
ま

々
島
、

寒さ
ぶ
さ
わ
じ
ま

風
沢
島
、
朴ほ
お
じ
ま島
に
は
集
落
が
あ
り
、
歴

史
と
豊
か
な
自
然
に
培
わ
れ
て
き
た
人

々
の
暮
ら
し
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
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定
住
化
を
図
る
た
め
、
漁
師
の
ビ
ジ
ネ
ス
勉

強
機
会
の
提
供
や
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
デ
ジ

タ
ル
キ
ャ
ン
プ
場
構
想
の
検
討
を
し
ま
し
た
。

と
も
に
民
間
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成

立
し
、
若
手
漁
師
が
牡
蠣
養
殖
の
勉
強
会
に

参
加
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
理
解
を
深
め
、
補
助
金

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
た
民
間
主
導
に
よ
る

キ
ャ
ン
プ
場
の
事
業
化
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
浦
戸
諸
島
へ
の
移

住
を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
、
移
住
者
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
を
含

め
た
情
報
発
信
事
業
の
官
民
連
携
に
よ
る
実

施
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
法
規
制
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

寒
風
沢
島
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
構
想
及
び
デ

ジ
タ
ル
キ
ャ
ン
プ
場
構
想
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
、
浦
戸
諸
島
を
取
り
巻
く
各
種
法
令

の
影
響
を
調
査
し
た
結
果
、
両
構
想
の
事
業

推
進
に
は
法
規
制
緩
和
に
向
け
て
の
ア
ク

シ
ョ
ン
は
不
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

今
後
の
課
題

様
々
な
構
想
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
っ

て
の
資
金
調
達
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
や
民
間
資
金
の
活
用
も
含
め
、
各
構

想
の
実
現
に
向
け
て
継
続
し
て
検
討
す
る
必

要
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

愛
知
県 

岡
崎
市

事
業
名   「
デ
ー
タ
駆
動
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業
」

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
：
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社 

東
海
支
店　

仲
村 

嘉
人 

氏

名古屋市

岡崎市

人口▪384,996人（R4.4.1）
面積▪387.2㎢
歳入▪178,149百万円（R2年度）
歳出▪170,969百万円（R2年度）

野々島のラベンダー畑

朴島の菜の花畑人で賑わう籠田公園

　

岡
崎
市
を
含
む
西
三
河
地
域
は
、
製

造
品
出
荷
額
等
の
全
国
シ
ェ
ア
約
1

割
を
占
め
、
日
本
を
牽
引
す
る
も
の
づ

く
り
地
域
で
す
。
小
売
業
年
間
商
品
販

売
額
数
及
び
小
売
業
の
売
場
面
積
が
西

三
河
の
中
で
も
っ
と
も
高
く
、
就
従
比

が
1

0

0
％
を
下
回
っ
て
い
る
な
ど
買

い
物
や
居
住
な
ど
暮
ら
し
の
ま
ち
と
し

て
の
性
格
を
も
っ
て
い
ま
す
。
西
三
河

一
帯
の
強
み
で
あ
る
2
次
産
業
と
そ
こ

に
勤
め
る
方
の
暮
ら
し
を
支
え
る
3
次

産
業
が
高
い
次
元
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
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地域イノベーション連携推進事業

事
業
の
背
景

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
低
下
し
た
市
中
心
部
の

公
共
空
間
各
拠
点
を
結
ぶ
約
３
キ
ロ
の
ま
ち

の
主
要
回
遊
動
線
（
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
（
く
る

わ
）
地
区
）
で
は
、
公
共
投
資
に
よ
る
ハ
ー

ド
整
備
が
完
成
し
つ
つ
あ
る
中
、
整
備
済
の

空
間
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
更
な
る
賑
わ

い
の
創
出
と
民
間
投
資
誘
導
を
通
じ
た
「
ま

ち
の
稼
ぐ
力
」
を
培
う
た
め
、
本
事
業
に
取

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

事
業
内
容

本
事
業
で
は
、
①
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
の
仕
組
み
作
り
」と
、②「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
モ
デ
ル
へ
の

組
込
み
」
の
２
つ
の
取
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
。

① 

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
仕
組
み

作
り

Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
地
区
に
関
す
る
取
組
み
、

及
び
デ
ー
タ
や
公
民
連
携
の
活
用
と
親
和
性

が
高
い
課
題
を
抽
出
対
象
と
し
、
担
当
原
課

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
市
民
・
来
街
者
・
事

業
者
と
公
民
合
同
の
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
４
つ
の
公
募

テ
ー
マ
を
抽
出
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、

「
ア
ー
バ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
岡
崎
」
の
公

募
特
設
サ
イ
ト
を
立
ち
あ
げ
て
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
一
方
で
、「
岡
崎
市
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
交
流
会
」を
開
催
し
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
民
間
企
業
へ
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な

ど
多
様
な
マ
ッ
チ
ン
グ
手
法
を
活
用
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
公
募
事

業
の
３
類
型
を
定
義
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
踏
ま
え
た
成
否
や
中
止
の
判
断
基
準
の
整

理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

② 
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会

モ
デ
ル
へ
の
組
込
み

街
頭
カ
メ
ラ
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

活
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
や
駐
車
場
満
空
状
況

の
取
得
が
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

が
進
め
ら
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
交
通
量
・
人
流
量
の
可
視
化
モ
デ
ル
の

確
立
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
施
策
の
効
果

検
証
に
も
利
用
可
能
と
す
る
た
め
、
交
通
分

野
を
題
材
と
し
て
都
市
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
の
掲
載
項
目
な
ど
を
定
義
し
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
の
作
成
を
検
討
し
ま
し
た
。
担

当
原
課
が
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
活
用
し
、
賑

わ
い
創
出
と
渋
滞
緩
和
双
方
の
観
点
で
各
施

策
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
の
習
慣
化
を
目

指
す
と
と
も
に
、
交
通
分
野
以
外
の
追
加
も

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

今
回
の
モ
デ
ル
事
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ

セ
ス
で
は
不
採
択
と
な
っ
た
岡
崎
市
に
熱
量

を
持
つ
応
募
事
業
者
や
、
交
流
会
参
加
者
と

の
繋
が
り
を
、
今
後
も
維
持
・
拡
大
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
実
績
を
見
て
、
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
で

の
課
題
解
決
を
希
望
す
る
担
当
原
課
も
出
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
事
業
の
継
続

に
よ
る
仕
組
み
の
固
定
化
が
重
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

イベント利用が可能な桜城橋

道でも広場でもある空間の中央緑道

岡崎市地域イノベーション交流会（焚火トーク）の様子
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令
和
３
年
度
調
査
研
究
の
ま
と
め

「
先
進
事
例
調
査
」及
び「
モ
デ
ル
事
業
」

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
結
果
か
ら
、
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
の
手
法
を
整
理
し

ま
し
た
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
（
Ｌ
Ｉ
Ｐ
）

の
実
施
プ
ロ
セ
ス

神
戸
市
や
横
瀬
町
な
ど
の
先
進
自
治
体

の
取
組
内
容
の
把
握
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
踏
ま
え
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携

の
取
組
の
具
体
的
な
事
業
ス
キ
ー
ム
と
プ

ロ
セ
ス
を
整
理
し
ま
し
た
。
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
は
準

備
段
階
を
経
て
、
次
の
２
つ
の
段
階
と
５

つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
を
進
め
る

上
で
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
従
来
型

の
公
民
連
携
と
の
違
い
な
ど
の
視
点
か
ら
、

次
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

地域イノベーション連携のポイント

①地域や自治体の理想像の共有
目先の自治体 DX や特定の課題を解決するだけではなく、その先にある理想像を双方が共有し、
同じゴールに向かって、民間事業者と自治体とが協働して地域や自治体の課題を解決すること
で、双方のメリットとなる共通の価値を生み出すことにつながる。

② 民間から自治体へのアクセス
の敷居を下げる

委託・受託の上下垂直関係から、水平関係へと変化させることが民間から自治体へのアクセス
の敷居を下げることにつながる。アクセスを容易にすることでイノベーション活動を行う多く
のプレイヤーを集めることができ、取組みの成果向上につなげられる可能性がある。

③ アウトプット（何ができるか）
及びアウトカム（どう変わる
か）を重視する

自治体だけで考えた「仕様」のようにインプット（何をやるか）を民間に委ねるのではなく、
自治体が「課題」の質を高めることにより、アウトプット（何ができるか）及びアウトカム（ど
う変わるか）を民間に委ねることで、取組みから得られる効果の最大化を図ることを目指す。

④計画の柔軟性を確保する
取組みの実施に当たっては、当初の計画に変更があることを前提に実証実験等を進めていき、
徐々にすり合わせや検証を重ねていくというアプローチをとる。従って計画の柔軟性を確保す
ることが求められる。

⑤ 適切に評価し、失敗も受け入
れる

アウトプット、アウトカムの観点に立ち、短期的スパンで事業を実施・評価し、成果がある場
合は民間事業者のスピード感をもって事業化・実装化を進めると同時に、成果を得られない場
合は、一定期間で打ち切りを確定させ失敗を受け入れることで、民間事業者と自治体双方の損
失を最小限にする。

⑥人をつなげる
事業準備段階から、民間事業者と自治体双方に、熱量のある専門的人材をより多く巻き込んで、
最初の成功事例の創出をめざす。そうして生み出された成功事例が新たな人材を呼び寄せ、既
存の人材とつながることで新たな成功事例が創出される。
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な
ぜ
公
民
連
携
が
必
要
な
の
か
？

地
方
自
治
体
（
公
）
は
、
一
時
的
な
経

済
状
況
に
左
右
さ
れ
ず
に
継
続
的
に
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
多
く
の
住
民
に

公
平
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い

う
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
民
間
（
民
）
に
は
、
高
度
な
専

門
性
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ア
イ
デ
ア
、
資
金
と

い
っ
た
こ
と
に
強
み
が
あ
り
ま
す
。
地
方

自
治
体
と
民
間
が
連
携
し
、
お
互
い
の
強

み
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
住
民
の

皆
さ
ま
に
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

公
民
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

健
康
・
福
祉
・
観
光
な
ど
の
様
々
な

分
野
に
お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
や
す
く
満
足
度
の
高
い
公
的
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
賑
わ
い
の
創
出
や
、
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
、
施
設
の
整
備
費

や
維
持
管
理
費
の
縮
減
等
、
財
政
負
担
の

軽
減
な
ど
の
地
域
課
題
へ
の
対
応
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
財
団
の
取
組
み
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
公
民
連
携
事
業

に
関
心
の
あ
る
自
治
体
間
の
意
見
交
換
及

び
情
報
共
有
の
場
等
と
し
て
、
自
治
体
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提

供
す
る
た
め
に
、
①
公
民
連
携
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
る
ほ
か
、
②
調
査

研
究
事
業
と
し
て
、
効
果
的
な
公
民
連
携

手
法
に
関
す
る
事
例
を
広
く
収
集
し
、
外

部
の
有
識
者
等
と
と
も
に
整
理
・
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

アグリワーケーション施設「ONE FARM 深谷 Works」

次
頁
か
ら
は
、
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／

Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た

調
査
研
究
部
会
に
て
、
令
和
３
年
度

に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
調
査
・
研
究

を
行
っ
た
概
要
と
事
例
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

公
民
連
携
推
進
事
業

　
ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
公
民
連
携
手
法
の
導
入
や
運

営
を
支
援
す
る
た
め
に
、
毎
年
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
上
で
、
諸
課
題
解

決
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
い
、
全
国
に
幅
広
く
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
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報
告
書
の
概
要

当
研
究
部
会
で
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
民
連
携
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
に
お
け

る
公
民
連
携
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
参

考
と
な
り
得
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
地

域
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
研
究

を
実
施
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
地
域
の
社

会
経
済
環
境
上
生
じ
た
変
化
に
焦
点
を
当
て
、
①
「
も
た
ら

さ
れ
た
脅
威
を
克
服
し
た
公
民
連
携
事
例
」、
②
「
新
た
に

生
み
出
さ
れ
た
機
会
を
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
公
民
連
携
事

例
」
に
つ
い
て
自
治
体
及
び
事
業
者
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
当
該
調
査
結
果
に
つ
い
て
整
理
・
分
析
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
取
り
ま
と
め
は
下
記
表
の
と
お
り
、「
守
り
」

の
視
点
に
て
危
機
下
で
既
存
の
公
民
連
携
事
業
を
継
続
さ
せ

る
た
め
の
対
応
策
を
講
じ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
論
点
と
な
り

得
る
事
項
の
抽
出
、「
攻
め
」
の
視
点
に
て
事
業
機
会
を
捉

え
た
新
規
事
業
の
展
開
要
件
の
抽
出
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
事
例
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
6
件
の
公
民
連
携

事
業
の
う
ち
、
千
葉
県
茂
原
市
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
埼
玉

県
深
谷
市
、
静
岡
県
浜
松
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

今回紹介した調査研究結果は、報告書としてまとめ、公民連携ポータルサイトで公開しています。
https://www.furusato-ppp.jp/ 

令
和
３
年
度
調
査
研
究
部
会

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
民
連
携
の
取
組
み
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」
に
つ
い
て 

―
―

視点 視点の内容 対象事例

「守り」の視点

コロナ禍において顕在化し
たリスク等に対応し、コロ
ナ禍以前から実施している
公民連携事業を継続させた
取組み

■脅威克服事例

千葉県茂原市
茂原市学校給食センター再整備等事業

神奈川県横浜市
 横浜こども科学館維持管理運営業務 

 大阪府高石市 他
 飛び地型自治体連携による若者から 90 歳
代の後期高齢者の全てが生きがいを持って
過ごせるための健幸まちづくり事業

「攻め」の視点

コロナ禍で発生した事業機
会を捉え、新規事業の展開
に挑戦した公民連携事業の
取組み

■機会活用事例

 埼玉県深谷市
 アグリワーケーション施設「ONE FARM
深谷 Works」

静岡県浜松市
デリバリープラットフォーム「Foodelix」
構築事業

宮崎県西都市
リモートワーク推進事業
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調査対象事例の紹介
茂原市学校給食センター再整備等事業  千葉県茂原市

事
業
の
概
要

茂
原
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
茂
原
市
が
初
め
て

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
た
施
設
で
、
２
０
１
９
年
9
月
に
供

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

茂
原
市
は
学
校
給
食
の
提
供
に
あ
た
り
、
学
校
給
食

調
理
場
の
老
朽
化
等
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
安
全
性

の
向
上
、
少
子
化
に
伴
う
学
校
規
模
の
変
化
へ
の
対
応

及
び
食
育
の
充
実
等
の
課
題
に
も
対
応
す
る
た
め
、
当

該
調
理
場
の
再
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
削
減

を
図
る
こ
と
、
及
び
茂
原
市
の
財
政
負
担
の
平
準
化
等

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
本
事
業
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ–

Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
（
サ
ー
ビ
ス
購
入
型
）
導
入
を
決
定
し
、

２
０
１
７
年
12
月
に
㈱
東
洋
食
品
を
代
表
企
業
と
す
る

東
洋
食
品
グ
ル
ー
プ
を
落
札
者
と
し
、
２
０
１
８
年
3

月
に
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特
別
目
的
会
社
）
で
あ
る
㈱
茂
原
学
校

給
食
サ
ー
ビ
ス
と
事
業
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
リ
ス
ク

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
市
内
公

立
小
中
学
校
等
の
臨
時
休
校
に
伴
い
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
業
務
は
２
０
２
０
年
3
月
2
日
か
ら
5
月
31
日

の
約
3
か
月
間
に
渡
っ
て
停
止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
季
・
冬
季
休
業
期
間
が
変
則
的
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
計
画
期
間
外
の
運
営
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
に

お
い
て
は
、
事
業
継
続
に
あ
た
り
２
点
の
懸
念
が
生
じ

ま
し
た
。

1
点
目
は
、
パ
ー
ト
従
業
員
の
離
職
で
す
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
者
は
、
当
給
食
セ
ン
タ
ー
の
約
3
か
月
間
に
渡
る

運
営
業
務
停
止
期
間
中
に
パ
ー
ト
従
業
員
へ
の
時
給
が

全
く
支
払
わ
れ
な
い
場
合
、
パ
ー
ト
従
業
員
の
多
く
が

離
職
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
業
務

再
開
時
に
十
分
な
労
働
力
を
確
保
出
来
ず
、
事
業
継
続

態
勢
が
脆
弱
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
ま
し
た
。

2
点
目
は
、
当
給
食
セ
ン
タ
ー
従
業
員
の
コ
ロ
ナ
感

染
に
よ
る
給
食
提
供
停
止
で
す
。
当
給
食
セ
ン
タ
ー
に

コ
ロ
ナ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
給
食
提
供
が
停
止

し
た
場
合
は
、
リ
ス
ク
分
担
上
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
責

に
な
り
サ
ー
ビ
ス
購
入
料
が
減
額
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
が
本
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
く
上

で
の
大
き
な
支
障
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
本
事
業

遂
行
上
の
懸
念
事
項
で
し
た
。

公
民
連
携
事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
対
応

茂
原
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
市
の
帰
責
に
よ
る
需
要
変

動
リ
ス
ク
と
し
て
整
理
し
、
市
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
に

対
し
、
学
校
給
食
の
提
供
中
止
期
間
中
も
事
業
契
約
書

の
規
定
に
則
っ
た
変
動
料
金
を
支
払
う
事
で
受
容
し
ま

し
た
。
他
方
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
は
、
現
在
で
も
当
給
食

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発

生
に
伴
う
給
食
提
供
の
停
止
に
よ
る
債
務
不
履
行
リ
ス

ク
発
現
の
可
能
性
を
憂
慮
し
て
お
り
、
軽
減
策
の
実
施

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
は
、
代
表
企
業
で

あ
る
㈱
東
洋
食
品
が
独
自
に
策
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
、
こ
の
債
務
不

履
行
リ
ス
ク
の
軽
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

PFI 事業者が策定した BCP ガイドライン

1F 幼児室

2019 年に新設された茂原市学校給食センター

給食センター入口に
設置している非接触
検温器
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調査対象事例の紹介

事
業
の
概
要

「
横
浜
こ
ど
も
科
学
館
（
は
ま
ぎ
ん 

こ
ど
も
宇
宙
科

学
館
）」
は
、
１
９
８
４
年
に
創
立
さ
れ
た
館
全
体
が

巨
大
な
宇
宙
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
体
験
型
科
学
館
で

す
。
子
ど
も
向
け
の
科
学
学
習
施
設
と
し
て
宇
宙
を

テ
ー
マ
に
し
た
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
２
０
０
６
年
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
６
年
度
よ
り
コ
ン
グ
レ
・
Ｎ
Ｔ

Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
共
同
事
業
体
、
２
０
２
２
年
度

よ
り
Ｃ
Ｔ
Ｃ
共
同
事
業
体
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
リ
ス
ク

横
浜
市
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
は
、
２
０
０
６

年
度
か
ら
多
く
の
施
設
で
一
斉
に
導
入
し
、
初
年
度
か

ら
の
サ
イ
ク
ル
で
5
年
に
1
度
、
導
入
し
た
施
設
の

次
期
指
定
管
理
者
の
公
募
選
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
に
お
い
て
は
、
約
４
５
０
施
設
に
お
い

て
次
期
指
定
管
理
者
の
公
募
選
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
既
に
選
定
手
続

き
に
着
手
し
て
い
た
施
設
を
除
き
、
約
３
０
０
施
設

に
つ
い
て
現
管
理
者
の
指
定
期
間
を
１
年
間
延
長
し
、

２
０
２
２
年
3
月
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

当
科
学
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
、
２
０
２
０
年
の
2
月
末
か
ら
5
月
末
に
至
る
ま

で
休
館
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。
営
業
再
開
後
も
、
感
染

症
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
で
展
示
物
へ
の
接
触
が
制
限

さ
れ
た
結
果
、
２
０
２
０
年
度
の
利
用
者
数
は
前
年
比

約
70
％
減
と
な
り
、
施
設
利
用
料
収
入
（
利
用
料
金
）

も
大
幅
な
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

公
民
連
携
事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
対
応

当
科
学
館
で
は
営
業
再
開
に
向
け
、（
公
財
）
日
本

博
物
館
協
会
が
２
０
２
１
年
5
月
に
公
表
し
た
「
博
物

館
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
空
調
環
境
の
再
整
備
、
手

す
り
や
展
示
物
等
の
高
頻
度
接
触
部
分
の
抗
ウ
イ
ル
ス

対
策
、
感
染
リ
ス
ク
の
避
け
ら
れ
な
い
展
示
物
や
器
具

の
撤
去
、
対
人
距
離
を
確
保
可
能
な
入
館
者
数
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
館
に
向
け
て
、
施
設
所
管
課
で
あ
る
横
浜

市
こ
ど
も
青
少
年
局
青
少
年
育
成
課
が
各
施
設
の
状
況

を
個
別
に
確
認
し
な
が
ら
、指
定
管
理
者
と
協
議
の
上
、

２
０
２
０
年
6
月
以
降
段
階
的
に
施
設
再
開
を
実
施
し

ま
し
た
。

指
定
管
理
者
は
、
事
業
の
見
直
し
等
に
よ
り
支
出
の

削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
文
化
庁
の
助
成
金
の
活

用
や
横
浜
市
に
よ
る
指
定
管
理
者
と
締
結
し
た
基
本
協

定
書
及
び
指
定
管
理
者
制
度
運
用
の
基
本
理
念
に
基
づ

い
て
、
指
定
管
理
施
設
へ
の
金
銭
的
な
運
営
支
援
を
受

け
た
こ
と
で
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
を
回
避

し
て
お
り
、
行
政
と
指
定
管
理
者
の
連
携
に
よ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
安
全
・
安
心
な
公
の
施
設
の
運
営

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
従
来
の
科
学
館
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、
当
科
学
館
は
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
築
い
て
稼
い
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
指
定
管
理
者
は
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
て
お
り
、
自
主
事
業
を
中
心
に
、
Ｅ
Ｃ
店

舗
に
お
け
る
工
作
キ
ッ
ト
の
販
売
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
科
学
教
室
の
開
催
、
３
Ｄ
動

画
に
よ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
等
、
従
来
の
展
示
ビ

ジ
ネ
ス
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
転
換
も
企
図

し
て
い
ま
す
。

横浜こども科学館維持管理運営業務  神奈川県横浜市

横浜こども科学館（はまぎん 
こども宇宙科学館）

定期的な掃除・消毒を行い感染対策に取組んでいる

館内 1F エントランス
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事
業
の
概
要

「O
N

E FARM

深
谷W

orks

」
は
、
２
０
２
１
年

3
月
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
㈱
が
深
谷
市
北
部
の
市
立
豊
里

幼
稚
園
跡
地
へ
農
業
体
験
及
び
テ
レ
ワ
ー
ク
が
出
来
る

施
設
と
し
て
開
設
し
た
ア
グ
リ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設

で
す
。
施
設
内
に
は
同
社
が
開
発
し
た
太
陽
光
利
用
型

植
物
工
場
「Veggie

」
に
1
人
分
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
を
装
備
し
た
水
耕
栽
培
施
設
「Veggie_W

orks

」

を
5
棟
設
置
し
て
お
り
、
２
０
２
１
年
4
月
か
ら
本
格

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
た
同
社
ハ
ウ
ス
へ
の
問

い
合
わ
せ
を
契
機
に
、
合
同
会
社D

M
M

.com

が
本

事
業
へ
参
画
し
、「Veggie_W

orks

」
5
棟
全
て
を
買

い
取
り
設
置
す
る
こ
と
で
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
㈱
の
初
期

費
用
に
係
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
迅
速
な
事
業
開
始
を
可

能
と
し
ま
し
た
。

事
業
の
特
徴

深
谷
市
は
、
２
０
１
９
年
よ
り
市
内
の
農
家
が
抱
え

る
農
業
課
題
を
解
決
す
る
技
術
（
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
）
を

表
彰
す
る
「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
」
を
実
施
し
て

お
り
、
表
彰
し
た
企
業
に
市
が
賞
金
（
出
資
金
）
を
提

供
し
、
提
案
さ
れ
た
技
術
・
ア
イ
デ
ア
の
製
品
化
・
事

業
化
を
支
援
す
る
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事

業
は
そ
の
事
業
化
支
援
と
し
て
、
深
谷
市
と
２
０
１
９

年
に
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
㈱
間
で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業

で
す
。

当
初
は
、
深
谷
市
内
の
遊
休
地
や
使
用
さ
れ
て
い
な

い
建
物
、
廃
校
、
駐
車
場
、
公
共
施
設
な
ど
を
有
効
活

用
し
、
独
自
の
縦
型
水
耕
栽
培
装
置
で
野
菜
栽
培
を
行

う
事
業
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
秋
口
よ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
時
代
背
景
を
活
か
し
つ
つ
、
利
用
者
の
裾
野

を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
農
業
と
仕
事
、
休

暇
を
か
け
あ
わ
せ
た
軌
道
修
正
を
行
い
、
ア
グ
リ
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
概
念
実
証
に
取
組
み
た
い
」

と
い
う
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
㈱
か
ら
の
打
診
内
容
に
つ
い
て

深
谷
市
と
も
合
意
し
、
現
在
の
事
業
形
態
に
至
っ
て
い

ま
す
。

当
該
土
地
は
市
立
幼
稚
園
跡
地
で
あ
り
、
普
通
財
産

と
し
て
の
所
有
者
深
谷
市
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
㈱
は
、
3

年
間
の
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、深
谷
市
か
ら
の
側
面
的
な
事
業
支
援
と
し
て
、

空
き
公
有
地
や
農
家
、
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
議
所
を
紹
介
す

る
等
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
㈱
に
よ
る
周
囲
の
巻
き
込
み
が

可
能
と
な
る
よ
う
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
効
果

コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ボ
㈱
か
ら
深
谷
市
へ
の
申
し
出
に
よ
り
個
人

会
員
向
け
の
事
業
が
一
時
的
に
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、

休
止
期
間
中
も
法
人
向
け
の
水
耕
栽
培
設
備
一
棟
貸
は

継
続
さ
れ
、
本
事
業
で
は
継
続
的
な
収
入
が
得
ら
れ
続

け
て
い
ま
す
。

深
谷
市
は
、
本
事
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
を
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
市
内

産
業
の
振
興
を
期
待
す
る
取
組
み
と
位
置
づ
け
て
お
り
、

当
該
ア
ワ
ー
ド
か
ら
派
生
し
た
事
業
は
今
後
も
表
彰
企

業
が
実
施
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
行
政
予
算
を
主
な
原
資
と
せ
ず
、
ア
グ

リ
テ
ッ
ク
産
業
の
集
積
が
成
り
立
つ
状
態
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
民
間
事
業
者
や
地
域
の
知
見
を

活
か
し
て
い
く
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

調査対象事例の紹介
アグリワーケーション施設「ONE FARM 深谷 Works」事業  埼玉県深谷市

深谷市

ONE FARM 深谷 Works 事業

利用者（個人・法人）

グリーンリバーホールディングス㈱
出資契約

土地賃貸借契約
物品売買・賃貸借契約

出資

株式保有

市有地におけるアグリワーケーションサービスの提供・
水耕栽培施設の転貸（3年間）

会員料金・
施設利用料金の支払

水耕栽培施設購入代金支払
水耕栽培施設貸付

水耕栽培施設賃料支払

市有地貸付
（3年間）

グリーンラボ㈱ 合同会社DMM.com

水耕栽培施設「Veggie_Works」

「ONE FARM 深谷 Works」内のインナーガーデン
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事
業
の
概
要

浜
松
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
急
激
な
需
要
減
の
影

響
を
受
け
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
飲
食
店
の
営
業
支
援

を
目
的
と
し
、
自
宅
や
職
場
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
を

注
文
し
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
5
月
よ
り
、
デ
リ
バ
リ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
・
運
営
す
る
事
業
者
に
対
し
、
シ

ス
テ
ム
構
築
費
と
し
て
交
付
金
を
支
出
す
る
本
事
業

の
募
集
を
行
い
、
3
社
の
民
間
企
業
で
構
成
さ
れ
る

Foodelix

協
議
会
を
交
付
事
業
者
と
し
て
決
定
し
、

消
費
者
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
選
び
に
よ
る
注
文
、
受
注
・

決
済
、
配
送
ま
で
を
Ｉ
Ｔ
技
術
に
よ
り
一
元
的
に
管
理

提
供
し
、
消
費
者
と
飲
食
店
及
び
配
送
業
者
を
繋
ぐ
デ

リ
バ
リ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
シ
ス
テ
ム「Foodelix

」

を
構
築
し
ま
し
た
。

事
業
の
特
徴

「Foodelix

」
は
、
デ
リ
バ
リ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
消
費
者
か
ら
注
文
を
受
け
た
後
に
、
待
機
状

況
に
合
わ
せ
て
配
達
員
と
届
け
先
等
を
自
動
で
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
配
送
業
者

は
注
文
を
受
け
た
飲
食
店
に
向
か
い
、
商
品
を
受
け
取

っ
た
後
に
消
費
者
へ
配
送
を
行
い
ま
す
。
現
在
は
配
送

だ
け
で
な
く
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
注
文
に
も
対
応
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「Foodelix

」
の
特
徴
は
、
タ
ク
シ
ー
業
者
を
配
送

業
者
と
し
て
活
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
浜
松
市
を
含

む
地
方
都
市
で
は
タ
ク
シ
ー
の
配
車
セ
ン
タ
ー
が
郊
外

に
点
在
し
て
お
り
、
配
車
拠
点
か
ら
上
限
５
㎞
の
飲
食

店
に
配
送
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
結
果
、
市
内
人
口

の
9
割
を
配
送
範
囲
に
含
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
活
用
に
は
注
文
者
が
タ

ク
シ
ー
に
よ
る
配
送
に
安
心
感
、
清
潔
感
を
感
じ
ら
れ

る
ほ
か
、
一
定
程
度
の
団
体
向
け
の
配
送
が
可
能
と
な

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
効
果

本
事
業
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
こ
と
で
、

市
内
飲
食
店
へ
受
注
機
会
を
も
た
ら
し
た
ほ
か
、 

プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
た
事
業
展
開
に
よ
る
地
域

飲
食
店
を
応
援
す
る
取
組
み
等
も
実
現
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

「Foodelix

」
は
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
以

外
の
分
野
に
お
い
て
も
活
用
出
来
る
見
込
み
が
あ
り
、

現
在
、
静
岡
県
産
野
菜
を
配
送
す
る
会
社
と
連
携
し
た

事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

浜
松
市
は
、
２
０
２
５
年
に
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢

者
化
す
る
こ
と
に
伴
い
増
加
す
る
買
い
物
に
課
題
を
抱

え
る
市
民
の
支
援
策
に
つ
い
て
、「Foodelix

」
事
業

の
応
用
を
考
え
て
お
り
、
今
後
、
検
討
を
進
め
て
い
く

方
針
で
す
。

調査対象事例の紹介
デリバリープラットフォーム「Foodelix」構築事業  静岡県浜松市

飲食店からタクシー業者への受け渡し

デリバリープラットフォームイメージ図

飲食店

消費者

配送業者

商品を
PICK UP

配達員の待機状況、
お届け先などから
自動でマッチング

配達

お店の味を
提供

注文

配達依頼登録

発注

登録

※㈱DELIX は、Foodelix 協議会によるシステムの開発後、同協議会代表㈱こころから、Foodelix 事業を
　事業内容とする会社として分離

交付金交付

㈱DELIX※ ㈱日本シャルフ㈱サンロフト

飲食店 市内タクシー会社消費者

Foodelix 協議会
（システム構築）

システム運用上の課題
等を協議し、運営

地域のとりまとめ、官公庁との折衝、販促キャンペーン
等システム運用を側面支援

連携

浜松市

商品ピックアップ

配達

発注 配達依頼注文



武石地域

上田市

長野市

62

464

62

464

主要視察箇所

まめや

11写真 武石ともしび博物館

9写真 10 つなぐ家

8写真 まめや

岳の湯温泉雲渓荘

美しの国別荘地美ヶ原高原道の駅

練馬区立武石少年自然の家ベルデ武石

5写真 巣栗渓谷6 巣栗渓谷竜ヶ沢ダム

7写真 武石番所ヶ原スキー場 4写真
武石観光センター
巣栗キャンプ場

3写真 美ヶ原高原美術館

2写真 余里一里花桃の里

1写真 子檀嶺神社
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ふるさと財団では、地域再生マネージャー事業として、地域再生に取り組む市区町村へ外部専門家を派遣
し、現地を視察したうえで市区町村が抱える課題に対する解決の方向性の提言をする「外部専門家派遣（短
期診断）」を行っています。

地域再生マネージャー事業（短期診断）

長
野
県
上
田
市
武
石
地
域

平
成
18
年
3
月
に
旧
上
田
市
、
旧
丸

子
町
、
旧
真
田
町
、
旧
武
石
村
の
4
市

町
村
が
合
併
し
、
現
在
の
上
田
市
と
な

り
ま
し
た
。武
石
地
域（
旧
武
石
村
）は
、

人
口
は
約
３
３
０
０
人
で
南
は
長
和
町
、

西
は
雲
上
の
リ
ゾ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
標

高
２
０
０
０
ｍ
の
美
ヶ
原
高
原
を
境
に

松
本
市
、
北
と
東
は
上
田
市
丸
子
地
域

と
そ
れ
ぞ
れ
山
稜
を
隔
て
て
い
ま
す
。

武
石
地
域
に
お
い
て
は
美
ヶ
原
高
原
の
雄
大

な
自
然
と
水
田
や
畑
が
連
な
る
心
安
ら
ぐ
田
園

風
景
が
広
が
っ
て
お
り
、
農
業
法
人
等
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
や
ト
マ
ト
の
栽
培
な
ど
活
力

の
あ
る
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
ヶ
原
高
原
以
外
に
も
、
巣
栗
渓
谷
や

余
里
の
花
桃
、
温
泉
、
ス
キ
ー
場
な
ど
の
多
彩
な

観
光
資
源
に
加
え
、
御
柱
お
ね
り
行
列
な
ど
の
伝

統
文
化
も
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
武
石
地
域
の
概
要

おねり行列

写真2���余里一里花桃の里
約４㎞の沿道には 2,000 本の花桃が植樹され、例年４
月中旬から５月上旬の開花時期には、大勢の花見客が
訪れる。

写真3���美ヶ原高原美術館
年間４～５万人の来館者があり、周辺に宿泊施設は無かった
が、近年ではキャンピングカー（MobiHo）を宿泊施設とし
て提供している。

武石地域の豊かな自然の魅力を伝え
る「武石写真コンテスト」大賞受賞
作品「美しの宙」

写真5���巣栗渓谷　周遊する遊歩道の整備を進める

https://www.takeshikanko.com/

写真1���子
こ

檀
まゆ

嶺
みね

神社 （上田市指定文化財）
武石地域にとって７年に 1度の最も大きな伝統行
事「子壇嶺神社御柱おねり行事」が行われる神社。
地域住民約 300 人が参加するなど、地域全体で
盛り上げている。



●
地
域
の
課
題

ま
ず
、武
石
地
域
の
抱
え
る
大
き
な
課
題
と
し
て
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
特
に
若
い
世
代
の
流

出
が
続
い
て
お
り
、
高
齢
化
率
は
市
内
の
4
地
域
で
も

一
番
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

も
と
も
と
は
林
業
、農
業
が
盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
兼
業
農
家
が
増
え
て
き
て
お
り
、
高
齢
化
が
進

む
中
で
は
農
業
の
担
い
手
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
地
域
住
民
が
信
頼
と
協
働
に
よ
り
身
近

な
問
題
を
解
決
し
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
・
自
然
並
び

に
特
性
を
生
か
し
て
生
活
の
維
持
・
発
展
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
住
民
全
員
が
参
加
す
る
組
織
と
し

て
設
立
さ
れ
た
「
住
み
よ
い
武
石
を
つ
く
る
会
」
の
更

な
る
活
性
化
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
内
の
施
設
関
連
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度

と
し
て
運
営
し
て
い
る
市
の
温
泉
宿
泊
施
設
は
、
施
設

の
老
朽
化
と
利
用
客
の
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
の

運
営
方
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
方
向
性
を
決
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
練
馬
区
と
は
友
好
都
市
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
今
後

ど
の
よ
う
な
交
流
を
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
視
察

令
和
3
年
10
月
27
日
か
ら
29
日
の
2
泊
3
日
で
地
域

再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
栗
田　

拓
氏
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ト
イ
ボ
ッ
ク
ス
代
表
理
事
）
と
、
杤
尾　

圭
亮
氏
（
株
式
会
社
船
井
総
合
研
究
所
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
2
名
が
外
部
専
門
家
と
し
て
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
初
日
は
７
年
に
１
度
武
石
地
域
で
の
最
も
大
き

な
行
事
で
あ
る
「
子
檀
嶺
神
社
御
柱
お
ね
り
行
事
」
が

行
わ
れ
る
「
子こ

檀ま
ゆ

嶺み
ね

神
社
」、
地
元
の
有
志
「
花
咲
か

じ
い
さ
ん
ク
ラ
ブ
」
が
約
２
０
０
０
本
の
花
桃
を
管
理

す
る
「
余
里
一
里
花
桃
の
里
」、
総
数
３
１
４
区
画
の

別
荘
が
建
設
さ
れ
て
い
る
「
美
し
の
国
別
荘
地
」、
施

設
の
老
朽
化
の
課
題
を
抱
え
る
市
の
温
泉
宿
泊
施
設

「
岳
の
湯
温
泉
雲
渓
荘
」
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
2
日
目
は
上
田
市
武
石
地
域
の
美
ヶ
原
高
原
に

あ
る
「
美
ヶ
原
高
原
美
術
館
」
と
周
辺
施
設
、
蕎
麦
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写真4���武石観光センター
武石観光センター内のそば処「巣栗」では、
武石産のそば粉を地元の名人によって手
打ちし、巣栗渓谷の冷たい水でしめて提
供しています。鶏と野菜入りの温かいつ
ゆは、うまみがあり大変美味。また、セ
ンター内にはつりぼりや、合宿やセミナー
などでも利用できる大型コテージを有す
る「巣栗キャンプ場」が併設されています。

そば処　巣栗

写真6 巣栗渓谷竜ヶ沢ダム
武石地域の主要観光地域であり、
竜ヶ沢ダムからの渓谷美は絶景　

巣栗キャンプ場



地域再生マネージャー事業（短期診断）

ウ
ィ
ー
ク
の
開
催
な
ど
、
地
元
産
の
蕎
麦
粉
に
よ
る
蕎

麦
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
「
武
石
観
光
セ
ン
タ
ー
」、

地
域
の
中
で
も
特
に
自
然
景
観
が
美
し
い「
巣
栗
渓
谷
」、

夏
場
の
利
用
を
課
題
と
し
て
い
る
「
武
石
番
所
ヶ
原
ス

キ
ー
場
」、
友
好
都
市
練
馬
区
民
の
保
養
施
設
で
あ
る

「
ベ
ル
デ
武
石
」、
都
会
か
ら
武
石
地
域
に
移
住
し
た
ご

主
人
が
経
営
す
る
カ
フ
ェ
「
ま
め
や
」、
地
元
有
志
「
武

石
風
土
つ
な
ぐ
隊
」
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
「
つ
な
ぐ
家
」
な
ど
の
他
「
武
石
河
川
公
園
」

「
武
石
小
学
校
」「
武
石
と
も
し
び
博
物
館
」
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
住
み
よ
い
武
石
を
つ
く
る
会
」
の
皆
様
に

現
在
の
取
り
組
み
状
況
や
今
後
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
会
で
は
現
在
ま
で
に
、
無
線
で
地
域
情
報

を
発
信
す
る
広
報
活
動
、
地
元
の
農
作
物
の
販
売
促
進

に
繋
が
る
活
動
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
地
域
の
歴
史
に

親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
企
図
し
た
「
武
石
歴
史
さ
ん

ぽ
み
ち
」
や
集
団
生
活
体
験
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
き

て
い
ま
す
。

視
察
の
最
終
日
に
は
武
石
地
域
の
自
治
体
お
よ
び

「
住
み
よ
い
武
石
を
つ
く
る
会
」
の
み
な
さ
ま
に
、
今

後
の
地
域
活
性
化
の
案
に
つ
い
て
、
お
二
人
の
地
域
再

生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
提
言

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、
上
田
市
武
石
地
域
が
持
つ

豊
か
な
自
然
の
魅
力
が
再
確
認
さ
れ
た
と
と
も
に
、
住

民
主
体
の
自
治
組
織
が
中
心
と
な
り
様
々
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
再
生
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、
豊
富
な
自
然
や
美
ヶ
原
高
原
美

術
館
を
有
す
る
文
化
資
源
を
活
用
し
た
武
石
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
案
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

栗
田
氏
か
ら
は
、
武
石
地
域
に
お
け
る
豊
か
な
自
然

や
恵
ま
れ
た
ア
ー
ト
環
境
と
、
活
発
な
高
齢
者
の
活
動

な
ど
が
強
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、

上
田
市
内
の
他
地
域
と
の
連
携
や
地
域
と
し
て
の
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し
て

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、「
自
然
」、「
ア
ー

ト
」、「
住
民
の
力
」
を
活
用
し
た
地
域
の
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と

に
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
地
域
間
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
向
上
・
活
性
化
を
目
指
す

方
向
性
を
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

杤
尾
氏
か
ら
は
、
自
然
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
地

域
資
源
や
地
域
で
活
動
す
る
人
材
、
東
京
都
練
馬
区
と

の
つ
な
が
り
が
強
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
類
似
す
る
環

境
を
持
つ
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、東
京
都
練
馬
区
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た「
武

石
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
に
向
け
て
、
事
前
情
報
発
信
、

宿
泊
拠
点
、
商
品
・
体
験
・
イ
ベ
ン
ト
、
事
後
情
報
発

信
、
の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

報
告
会
出
席
者
か
ら
は
、
栗
田
氏
の
武
石
地
域
に
点

在
す
る
ア
ー
ト
資
源
を
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
や
、
杤
尾

氏
が
提
言
さ
れ
た
練
馬
区
民
に
と
っ
て
第
二
の
ふ
る
さ

と
と
な
る
よ
う
な
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
今
後
地
域

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
大
変
参
考
に
な

っ
た
と
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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武石地域に
点在する
アートも視察

写真7���武石番所ヶ原スキー場
夏場利用の検証 写真8���まめや

都会から移住したご
主人が経営するカフェ
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まいみその
米も大豆もすべて自然栽培の武石産の
味噌。

武石産松茸
年によって量のばらつきはあるが、豊富
に収穫でき、松茸ごはん等が小学校の
給食でも振舞われる。

武
石
地
域
は
、
上
田
市
の
南
に
位
置
し
、
市
内
中

心
部
か
ら
車
で
約
30
分
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

美
ヶ
原
高
原
の
麓
に
あ
り
、
自
然
豊
か
で
美
し
い

景
観
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

美
ヶ
原
高
原
と
い
う
最
高
の
観
光
資
源
が
あ
り
な

が
ら
も
、
美
ヶ
原
高
原
は
上
田
市
武
石
地
域
に
あ
る

と
い
う
認
知
度
も
低
く
、
観
光
誘
客
が
長
年
の
地
域

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
地
域
課
題
に
取
り
組
む
べ
く
奮
闘
し
て
い
る

住
民
自
治
組
織
や
職
員
に
も
何
か
良
い
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
「
地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
事
業
」
に
応
募
し
ま
し
た
。

視
察
団
の
皆
さ
ん
に
は
武
石
地
域
の
端
か
ら
端
ま

で
視
察
い
た
だ
き
、
地
域
に
住
む
私
た
ち
で
は
考
え

つ
か
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
満
載
の
報
告

会
で
し
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
風
景
が
、
外
部
の

目
か
ら
見
る
と
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
と
、
地
域
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
魅
力
あ
る
資
源
を
生
か
す
に
は
、
住
民

自
治
組
織
と
行
政
が
同
じ
目
標
を
持
ち
同
じ
方
向
に

進
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
御
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
住
民
自
治
組
織
と
も
連
携

し
、
市
民
協
働
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

「
行
っ
て
み
た
い
。
住
ん
で
み
た
い
。」
と
思
え
る
よ

う
な
武
石
地
域
を
目
指
し
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
地

域
の
実
現
に
む
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

産品武石

「住みよい武石をつくる会」意見交換

武石産野菜
地元で採れる新鮮な野菜。トマト、ブ
ロッコリー、野沢菜以外にもハナマメ、
ジャガイモ、トウモロコシなど種類も
豊富。地元の小学校の給食で使用され
る野菜はほとんどが武石産です。

トマト

ブロッコリー野沢菜

写真9���つなぐ家 （外観）

写真⓫���武石ともしび博物館
火おこし体験

上
田
市
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
　

武
石
地
域
振
興
課

地
域
政
策
担
当
係
長

若
木 

は
づ
き
氏

写真⓾���つなぐ家 （内観）
武石風土つなぎ隊が運営するコミュニケーションの場
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な
ぜ
東
京
一
極
集
中
と
な
る
の
か

今
回
の
テ
ー
マ
に
関
し
、
ま
ず
、
な
ぜ
東
京
一

極
集
中
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
地
方
創
生
戦

略
と
の
絡
み
で
考
え
て
み
ま
す
。
地
方
創
生
戦
略

は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が

正
式
名
称
で
２
０
１
５
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、そ
の
基
本
的
視
点
は
、①「
東
京
一
極
集
中
」

の
是
正
、
②
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て

の
希
望
の
実
現
、
③
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域

課
題
の
解
決
で
す
。
こ
の
視
点
の
下
、
①
地
方
に

お
け
る
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、
②
地
方
へ
の
新

し
い
人
の
流
れ
の
創
出
、
③
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
と
い
う
三
つ
の
目

標
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
東
京
圏
へ
の
流
入
圧
力
は
依

然
と
し
て
高
く
、
出
生
率
も
右
肩
下
が
り
で
、

成
果
と
し
て
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
地

方
創
生
戦
略
で
は
雇
用
の
創
出
を
重
視
し
ま
し

た
が
、
地
方
圏
で
は
人
手
不
足
の
意
識
が
強
く
、

そ
れ
が
移
住
促
進
策
へ
の
偏
重
に
繋
が
り
ま
し

た
。
東
京
圏
の
転
入
超
過
圧
力
は
極
め
て
高
い

状
況
に
あ
り
、
地
域
の
移
住
促
進
政
策
だ
け
で

は
日
本
全
体
の
人
口
移
動
の
解
決
策
と
は
な
り

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
近
年
東
京

圏
は
女
性
の
転
入
超
過
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
女
性
の
労
働
力
率
、
年
収
関
係
、
平
均
勤

続
年
数
、
正
規
雇
用
比
率
、
母
子
世
帯
比
率
、

介
護
離
職
率
な
ど
都
道
府
県
別
に
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
25
種
の
主
成
分
分
析
に
よ
る
地
域
特
性

と
女
性
の
移
動
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
ま
す
と
、

労
働
に
対
す
る
意
識
と
し
て
、
安
定
を
重
視
す

る
地
域
か
ら
キ
ャ
リ
ア
重
視
の
地
域
に
人
が
流

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
高
賃
金
で
大

卒
者
向
け
の
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
地
域
に
女

性
が
流
れ
て
い
る
の
で
す
。

前
年
同
月
比
の
雇
用
増
減
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
女
性
の
正
規
雇
用
の
み
が
絶
え
ず
プ

ラ
ス
で
す
。
女
性
の
正
規
雇
用
増
の
半
分
は
東

京
圏
で
、
ほ
か
に
北
関
東
、
東
海
、
近
畿
の
大

都
市
圏
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
産
業
別
で
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
医
療
・
介
護
系
が
全
体
の

半
分
を
占
め
ま
す
が
、
残
り
は
Ｉ
Ｔ
、
自
動
車
、

金
融
な
ど
の
分
野
で
す
。
も
う
一
つ
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
女
性
の
高
学
歴
化
で
す
。
地
方
圏

の
方
が
有
効
求
人
倍
率
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
高
学
歴
な
人
材
を
採
用
す
る
仕
事
か
ど

う
か
、
相
応
の
処
遇
を
用
意
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
、
社
会
を
変
え
る

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
方
創
生
戦
略
と
い
う
も

の
を
人
口
面
か
ら
考
え
ま
す
と
、
日
本
全
体
で

少
子
化
・
人
口
減
少
が
進
み
ま
す
の
で
、
東
京

も
含
め
す
べ
て
の
地
域
は
民
間
の
力
を
う
ま
く

活
用
し
て
、
人
口
減
少
を
前
提
に
活
力
あ
る
地

域
を
作
る
こ
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
産
業
育

成
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
、
企
業
誘
致
等
に
よ
り
、

若
い
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
雇
用
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
人
口
減
少
を

踏
ま
え
、
社
会
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

【地方創生戦略の成果は乏しかった】

総務省「住民基本台帳人口移動報告」
厚生労働省「人口動態統計」

地方創生の目標とは逆の動き
◎ 転入超過は増加基調
◎ 出生率は低下基調

【キャリア志向の強い地域ほど、人口吸引力が大】
高賃金
大卒人口

勤続年数の長さ
＝雇用の流動性の低さ
＝若者がチャンスを
　得られない

「仕事に対する意識」は、
　人口吸引力そのもの

⇒女性の流入大

各種データと総務省「住民基本台帳人口移動報告」
「住民基本台帳」より作成

『
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
地
方
創
生
の
あ
る
べ
き
姿
』

～
人
口
移
動
か
ら
考
え
る
地
方
戦
略
～

令
和
3
年
度 

地
域
産
業
交
流
セ
ミ
ナ
ー

講演
1

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
　
調
査
部
　
上
席
主
任
研
究
員

藤ふ
じ

波な
み 

匠た
く
み

氏

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

令
和
４
年
２
月
１
日
㈫
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
た
地
域
産
業
交
流
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
藤

波
匠
氏（
㈱
日
本
総
合
研
究
所
／
調
査
部　
上
席
主
任
研
究
員
）、吉
田
基
晴
氏（
㈱
あ
わ
え
／
代
表
取
締
役
）

の
お
二
人
を
講
師
に
、
地
域
活
力
創
造
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
／
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
下
の
地
域
振
興
の
あ
り
方

統
一
テ
ー
マ
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バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
日
本
社
会
に
お
い
て
最

大
の
問
題
は
、
若
い
人
の
賃
金
が
伸
び
て
い
な

い
こ
と
で
す
。
こ
の
間
、
日
本
は
人
手
不
足
と

言
い
な
が
ら
、
賃
金
が
全
く
上
が
っ
て
い
な
い

わ
け
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降

の
低
成
長
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
あ
た

り
か
ら
し
っ
か
り
と
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、

若
い
人
た
ち
の
望
む
よ
う
な
社
会
に
な
り
ま
せ

ん
。
東
京
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
で
賃
金
を
上

げ
て
い
く
、
あ
る
い
は
し
っ
か
り
と
し
た
雇
用

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

地
域
別
経
済
成
長
率
を
見
ま
す
と
、
１
９
８

０
年
代
の
経
済
成
長
率
は
東
京
圏
も
地
方
圏
も

高
く
、
そ
の
内
訳
は
、
資
本
寄
与
分
、
労
働
寄

与
分
そ
し
て
一
番
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
が

Ｔ
Ｆ
Ｐ
（
全
要
素
生
産
性
）
寄
与
分
で
し
た
。

新
し
い
発
明
や
新
し
い
装
置
の
導
入
等
で
よ
り

よ
い
も
の
が
大
量
に
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
成
長
し
た
部
分
が
Ｔ
Ｆ
Ｐ
寄
与
分

で
す
。
経
済
成
長
は
そ
こ
が
ま
さ
に
成
長
の
源

泉
で
あ
り
、
そ
れ
は
東
京
圏
も
地
方
圏
も
同
じ

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
２
０
１
０
年
代
前
半
で
は
Ｔ
Ｆ
Ｐ

寄
与
分
が
も
の
す
ご
く
圧
縮
さ
れ
て
い
る
の
が

分
か
り
ま
す
。
資
本
と
か
労
働
は
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
増
や
せ
な
い
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

若
い
人
た
ち
に
き
ち
ん
と
し
た
賃
金
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
は
こ
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
寄
与
分
を
伸
ば

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

生
産
性
向
上
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
・
技
術
革
新
の
取

り
込
み

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
Ｉ
Ｔ
・
技
術
革
新

の
取
り
込
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
最
初
に
農

業
に
つ
い
て
考
え
ま
す
が
、
実
は
農
業
は
Ｉ
Ｔ

を
取
り
込
む
と
い
う
意
味
で
は
最
先
端
で
す
。

図
は
三
重
県
の
浅
井
農
園
と
い
う
農
業
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
高
さ
が
５
ｍ
以
上
あ
る
ハ
ウ
ス
の
中

で
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、

常
時
１
０
０
項
目
く
ら
い
の
環
境
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
し
な
が
ら
最
適
環
境
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
単
に
最
新
技

術
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
も
最

新
技
術
の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
自
動
車
関
連
企
業
と
提
携
し
て
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
研
究
開

発
を
、
海
外
か
ら
専
門
の
研
究
者
を
招
聘
し
て

自
社
開
発
を
す
る
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
技
術
開
発
の
最
先
端
を

行
っ
て
い
る
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す
。

農
業
に
お
け
る
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
で
す

が
、「
日
本
の
農
家
の
推
移
」
の
グ
ラ
フ
の
赤
い

折
れ
線
は
北
海
道
の
農
家
の
数
を
表
し
て
い
ま

す
。
１
９
６
０
年
代
以
降
急
速
に
減
り
、
現
在

で
は
当
時
の
2
割
以
下
で
す
。
こ
の
間
に
小
規

模
農
家
の
離
農
と
か
大
規
模
農
家
へ
の
農
地
の

集
約
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。
機
械
に
投
資
し
、

企
業
的
な
農
業
を
進
め
る
た
め
に
は
農
家
の
大

規
模
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
場
合
は

１
９
６
０
年
代
に
「
農
業
基
本
法
」
が
制
定
さ

れ
、
こ
れ
が
生
産
性
向
上
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

特
に
北
海
道
で
は
一
気
に
農
家
の
数
が
減
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
農
業
に
お
い
て
も
生
産
性

向
上
が
極
め
て
重
要
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

農
業
以
外
で
も
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
生
産

性
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
こ

で
は
戦
略
性
を
持
っ
た
外
需
の
取
り
込
み
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
と
の
取
引

の
縮
小
や
海
外
出
張
が
で
き
な
い
等
内
向
き
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
外
需
の
重
要
性

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
国
際
化
中
小
企
業
の
プ
レ

ミ
ア
（
製
造
業
）」
の
表
は
、
海
外
と
取
引
が
あ

る
会
社
の
生
産
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
も
の

で
す
が
、
海
外
と
の
取
り
組
み
、
提
携
、
あ
る

い
は
海
外
に
需
要
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

外
需
の
一
例
と
し
て
卵
の
話
を
と
り
あ
げ
ま

す
。
卵
を
産
む
鶏
で
あ
る
「
採
卵
鶏
」
は
日
本

生
ま
れ
で
す
が
、こ
の「
採
卵
鶏
」を
産
む「
種
鶏
」

資本寄与分
労働寄与分

ＴＦＰ寄与分

県内総生産成長率

▲
東京圏 地方圏 東京圏 地方圏

1980年代 2010年～2015年

％ 地域別経済成長率の要因分解

県
内
総
生
産
成
長
率
（
年
率
）

6

5

4

3

2

1

0

1

経済成長率の要因分解
◆ 地方圏は、労働力が減っても経済成長

◆ 働き手が減っても、経済成長はできる

◆ TFPを延ばすことが不可欠

徹底的なIT・技術革新の取り込み

●農業でも生産性向上

●外需を取り込む

●毎日食べる卵のお祖母さん鶏は、
　外国生まれ

●医療・介護を成長産業に

●低生産性産業ほどイノベーションの
　導入効果大

●経営者の意識改革

【生産性向上とはどういうことか】

内閣府「県民経済計算」、「都道府県別民間資本ストック」より作成

TFP（全要素生産性）を伸ばすために

技術革新の取り込みは不可欠
◆ 農業でも技術革新が進んでいる
◆ IT農業
◆ 農地の大規模化

北海道農業は、生産性向上の歴史
◆ 農業基本法が転機
◆ 機械化、大型化、農地所有権移転容易化
◆ 北海道では、8割以上の農家が離農
◆ 農業収入は1千万円以上

【Ⅳ. 生産性（TFP）向上にはＩＴ・技術革新の取り込み】

1945 年のデータは 1946 年のデータで補完　農林水産省「農業センサス」より作成

日本の農家数の推移（北海道とそれ以外）三重県 浅井農園 

【人手不足と言いながら賃金は上がっていない】

財務省「法人企業統計」、日銀「企業物価指数」より作成 厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成実質賃金は、2015 年基準

若い世代の賃金が減少
◆ 人手不足にもかかわらず、賃金抑制
◆ 団塊ジュニア以降賃金の伸び鈍化
◆ 40代前半で、130万円低い水準

若い世代の経済環境の悪化
◆ 98年の金融危機が企業意識を変えた
◆利益剰余金（内部留保）↑、人件費↓
◆若い世代の暮らしの改善なくして出生率
上昇はあり得ない

企業内部留保と賃金の推移（実質金額） 男性正社員 出生年別実質年間賃金の推移
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の
多
く
が
外
国
生
ま
れ
で
、
海
外
か
ら
ヒ
ヨ
コ

の
形
で
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
昔
は
日
本
に
も
種

鶏
業
者
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
す
が
、
海
外
の

事
業
者
に
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
１
９

７
０
年
代
に
ヒ
ヨ
コ
が
空
輸
で
世
界
に
運
べ
る

よ
う
に
な
り
、
海
外
の
種
鶏
業
者
は
自
分
た
ち

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
世
界
中
へ
の
広
が
り
を
考
え
、

よ
り
安
全
で
、
よ
り
品
質
の
よ
い
「
採
卵
鶏
」

を
産
む
「
種
鶏
」
を
開
発
し
て
、
世
界
中
に
ヒ

ヨ
コ
の
形
で
卸
す
よ
う
な
り
ま
し
た
。
国
際
的

な
種
鶏
業
者
は
世
界
で
も
数
社
し
か
な
い
の
で

す
が
、
世
界
で
唯
一
生
卵
を
食
べ
る
日
本
の
食

文
化
向
け
の
卵
の
「
種
鶏
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
形
で
世
界
中
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し

て
い
く
こ
と
で
、
生
産
性
の
高
い
農
業
を
つ
く

り
出
し
て
い
ま
す
。

生
産
性
向
上
に
関
し
て
、
今
後
正
面
か
ら
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
分
野
に
介
護
事

業
が
あ
り
ま
す
。
国
は
、
後
期
高
齢
者
の
増
加

に
対
し
、
今
後
も
介
護
従
事
者
も
同
様
に
増
加

さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
若
い
人
の

数
自
体
が
減
っ
て
い
く
中
で
介
護
従
事
者
は
あ

る
程
度
の
と
こ
ろ
で
抑
え
て
伸
び
な
い
よ
う
な

形
に
す
る
、
可
能
な
範
囲
で
機
械
等
新
し
い
技

術
を
入
れ
、
介
護
従
事
者
の
数
を
抑
え
て
生
産

性
向
上
を
図
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
地
方
創
生
を
考
え
る
場
合
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
、
人
で
は
な
く
技
術
で
カ
バ
ー
し

て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
進
め
て
行
く
、

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
世
界
に
販
売

し
て
い
く
と
い
う
成
長
戦
略
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
人
口
減
少
等
の
様
々
な
課
題
を
前
向
き
に

捉
え
、自
分
た
ち
の
成
長
の
梃
子
に
す
る
考
え
方
、

既
成
概
念
を
打
破
で
き
る
新
し
い
発
想
で
若
い

世
代
の
所
得
改
善
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
故
、
東
京
か
ら
過
疎
地
へ
？

私
は
、「
四
国
の
右
下
」
と
呼
ば
れ
、
人
口

６
３
０
０
人
を
切
っ
た
過
疎
の
町
で
あ
る
徳
島

県
美
波
町
と
新
宿
区
神
楽
坂
の
２
地
域
に
居
住

し
、
２
地
域
で
働
く
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
す
。
仕
事
は
、
㈱
あ
わ
え
の
代
表
の
ほ
か
に
、

Ｉ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
サ
イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ

ク
㈱
、
そ
の
他
複
数
法
人
の
経
営
や
美
波
町
の

参
与
と
い
う
よ
う
な
公
的
な
役
割
も
担
い
、「
マ

ル
チ
ワ
ー
ク
」
と
か
「
多
業
」
と
い
う
よ
う
な

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
ま
す
。
サ
イ

フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
㈱
を
経
営
す
る
一
番
の
悩
み

は
、
若
者
あ
ふ
れ
る
東
京
で
、
社
員
採
用
に
非

常
に
苦
戦
し
た
こ
と
で
し
た
。
大
き
な
コ
ス
ト

を
掛
け
て
様
々
な
採
用
手
法
を
駆
使
す
る
も
、

す
べ
て
う
ま
く
い
か
ず
、
経
営
者
と
し
て
自
信

消
滅
と
い
う
状
況
で
し
た
。

10
年
近
く
失
敗
を
繰
り
返
し
た
後
に
、
趣
味

で
あ
る
千
葉
で
の
稲
作
経
験
を
通
じ
て
、
都
市

に
も
、
自
然
に
触
れ
合
う
、
農
業
で
汗
を
か
く
、

手
触
り
の
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
て
い
る
人
が
い

る
の
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。
加
え
て
当
時
は

3
・
11
の
震
災
直
後
で
、
都
市
部
で
の
暮
ら
し

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も
増
え
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
仕
事
さ
え
あ
れ
ば

地
方
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
一
定
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
で
は
と
考
え
、
採
用
力
強
化
の
た
め
に

美
波
町
に
２
０
１
２
年
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
設
立
し
た
訳
で
す
。
翌
年
に
は
、
美
波
町

に
本
社
を
移
転
し
た
ほ
か
、
㈱
あ
わ
え
を
設
立

し
、
２
０
１
６
年
に
は
長
男
の
小
学
校
入
学
に

合
わ
せ
て
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

都
市
部
で
は
で
き
な
い
生
き
方
を
提
唱

こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
立
は
採
用
力

強
化
が
目
的
で
し
た
の
で
、
最
近
の
言
葉
で
言

う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
都
市
部
で
は
で

き
な
い
自
分
の
好
き
な
体
験
と
仕
事
を
両
立
す

〝
に
ぎ
や
か
そ
（
に
ぎ
や
か
な
過
疎
）〟
の
軌
跡
と
こ
れ
か
ら

～
ウ
ィ
ズ
／
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
下
の
地
域
振
興
の
あ
り
方
～

講演
2

コロナ禍でも内向きになってはいけない

◆ わが国は、一般的な認識以上に内需国

◆ 内需国のビジネスモデルが生産性を抑制

◆ 国産卵のお婆さん鶏は、外国生まれ

◆ 国際的な技術トレンドからの遅れ

◆ 国際化企業の収益性の高さ

◆ 国際マーケットでの競争戦略の必要性 

【戦略性を持った外需の取り込み】

国際化企業の収益力の高さ
非国際化企業を基準(=1.00）とすると、付加
価値額・生産性とも国際化企業に優位性。

国際化中小企業のプレミア（製造業）

アフターコロナは内需の罠のリスク
過度な内需重視による様々な弊害の恐れ

非国際化企業
輸出企業①
FDI企業②
輸出+FDI企業③
国際化企業

（①②③の平均）

雇用者数
1.00
1.08
1.21
1.29

1.18

付加価値額
1.00
1.30
1.30
1.48

1.37

労働生産性
1.00
1.20
1.06
1.14

1.15

FDIは、海外直接投資の意。
国際化企業のプレミアは、［国際化企業のパフォーマンス］／［非国際化企業のパ
フォーマンス］。
丸屋豊二郎ほか『北陸地方創生と国際化・イノベーション』（日本評論社）の図表
3.4 より一部抜粋

令和 3 年度 地域産業交流セミナー

株
式
会
社
あ
わ
え
　
代
表
取
締
役

吉よ
し

田だ 

基も
と

晴は
る

氏

藤波 匠（ふじなみ　たくみ） 氏

東京農工大学農学研究科修士課程修了。1992 年東芝入社。99
年さくら総合研究所（現在の日本総合研究所）に入社、調査部
所属。2003 年山梨総合研究所へ出向。08 年日本総合研究所調
査部に主任研究員として復職。2015 年から現職。 

【政府委員等】　
「地域の元気創造有識者会議」2013.2 ～ 2014.3、「第三セクタ
ー等のあり方等にかかる研究会」2013.7 ～ 2014.3　ともに総
務省、 「地域再生大賞選考委員」2010 ～　共同通信社 

【著書 ･ 論文】　
「子供が消えゆく国」日経 BP　日本経済新聞出版本部 2020 年、
「『北の国から』で読む日本社会」日本経済新聞出版社 2017
年、「人口減が地方を強くする」日本経済新聞出版社 2016 年、

「地方都市再生論　暮らし続けるために」日本経済新聞出版社
2010 年
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る
生
き
方
や
働
き
方
を
提
唱
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
「
半
Ｘ
半
Ｉ
Ｔ
」
で
す
。
Ｉ
Ｔ
で
な
り
わ
い

を
得
な
が
ら
、
都
市
部
で
は
優
先
度
が
下
が
っ

て
し
ま
う
Ｘ
、
個
人
の
好
き
な
も
の
を
Ｘ
と
し

て
入
れ
ま
す
。
す
る
と
、
美
波
町
で
体
験
で
き

る
Ｘ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
が
好
き
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

が
し
た
い
、
農
作
業
も
し
た
い
、
色
々
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
求
め
た
転
職
者
、
Ｘ
を
持
っ

た
若
者
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
の
が
２
０
１

２
年
の
経
験
で
す
。

面
白
い
会
社
、
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の

会
社
が
で
き
た
と
、
当
時
色
々
な
メ
デ
ィ
ア
、

例
え
ば
サ
ー
フ
ィ
ン
の
雑
誌
に
も
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
、
応
募
者
が
増
え
、
社
員
数
も
増
え

て
社
業
が
拡
大
し
、
東
京
で
抱
え
た
経
営
上
の

悩
み
を
、
過
疎
地
で
解
決
し
て
も
ら
っ
た
と
い

う
成
功
体
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。

当
時
3
・
11
直
後
の
都
市
部
の
不
安
と
今
２

０
２
２
年
の
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
た
人
々
の
心
境

の
変
化
に
は
類
似
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
美
波

町
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
や
釣
り
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
Ｘ
で
若
者
た
ち
を
引
き
寄
せ
た
の
で

す
が
、
日
本
は
東
西
南
北
に
広
が
り
、
環
境
の

変
化
も
あ
り
、
全
国
の
こ
の
町
あ
の
町
、
そ
の

地
域
地
域
に
合
っ
た
Ｘ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
町
・
地
域
の
Ｘ
を
考
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

社
員
は
、
小
さ
な
集
落
に
突
如
現
れ
た
若
者

た
ち
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
か
ら
色
々
な
声
を

掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
声
が
掛
か
る
ま
ま

に
、
会
社
で
休
耕
田
を
耕
し
て
稲
作
を
し
た
り
、

小
・
中
学
校
で
授
業
、
高
齢
者
向
け
の
Ｉ
Ｔ
講

座
の
実
施
も
行
い
、
社
員
の
多
く
が
消
防
団
、

自
治
防
災
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
見
た
地
域
の
方
々
か
ら
、「
町
が
元
気
に
な

っ
た
！
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

美
波
町
で
得
た
気
付
き
と
し
て
、
稼
ぐ
と
か
、

遊
ぶ
、
暮
ら
す
と
い
う
の
は
人
と
し
て
当
た
り

前
で
、
も
う
一
つ
、
私
は
「
つ
と
め
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
地
域
の
中
で
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
生
き
て
い
く
の
が
地
域
の
生
き
方
、
本
来

の
生
き
方
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

非
常
に
乱
暴
な
図
で
す
が
、
都
市
と
地
方
過

疎
地
の
生
き
方
の
違
い
を
絵
に
し
ま
し
た
。
東

京
ラ
イ
フ
の
中
で
社
会
で
の
役
割
と
い
う
と
、

企
業
へ
の
所
属
、
家
族
、
そ
れ
か
ら
自
分
。
時

間
的
に
は
非
常
に
忙
し
い
の
で
す
が
、
や
っ
て

い
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
一
方
の
田
舎
は
、
時
間
は
の
ん
び
り

流
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
先
程
の
三

つ
に
加
え
て
、
例
え
ば
地
域
教
育
へ
の
参
画
、

神
社
で
の
活
動
・
お
祭
り
、
そ
れ
か
ら
地
域
の

様
々
な
草
刈
り
と
い
う
よ
う
な
役
割
が
実
に
た

く
さ
ん
あ
り
、
や
っ
て
い
る
こ
と
の
数
が
非
常

に
多
い
で
す
。
田
舎
に
は
、
東
京
と
は
違
う
「
時

間
の
ん
び
り
、
や
る
こ
と
多
く
」
と
い
う
忙
し

さ
が
あ
り
ま
す
。

社
会
と
の
つ
な
が
り
、
私
は
「
紐
帯
（
ち
ゅ

う
た
い
）」
と
い
う
表
現
を
し
ま
す
が
、
紐
帯
の

数
は
小
さ
な
地
域
に
入
る
と
圧
倒
的
に
増
え
て
、

見
よ
う
に
よ
っ
て
は
非
常
に
安
定
し
て
社
会
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
多
忙
と
安
定
も
地

方
が
持
つ
資
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
と
、
こ
の
国
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
㈱
あ
わ
え
の
設
立
へ

美
波
町
は
持
続
可
能
で
し
ょ
う
か
。
持
続
可

能
と
は
循
環
が
あ
る
こ
と
、
循
環
と
は
、
世
代

交
代
や
役
割
交
代
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
続
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

循
環
と
い
う
観
点
で
過
疎
地
美
波
町
の
状
況

を
見
て
み
ま
す
。
昭
和
35
年
と
平
成
27
年
の
比

較
で
、
日
本
全
国
で
35
％
人
口
が
増
え
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
美
波
町
は
半
減
し
、
高
齢
化
率
も
非

常
に
高
い
状
況
で
す
。
町
の
変
化
と
し
て
は
、

空
き
家
が
非
常
に
増
え
、
町
内
に
あ
っ
た
二
つ

の
高
校
も
10
数
年
前
に
ほ
ぼ
同
時
に
な
く
な
り
、

一
次
産
業
を
中
心
に
高
齢
化
が
進
み
、
産
業
も

非
常
に
衰
退
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
連
れ
て

移
住
し
て
き
た
美
波
町
で
す
が
、
間
違
い
な
く

世
代
交
代
や
循
環
が
滞
っ
て
お
り
、
持
続
可
能

な
町
で
は
な
い
と
い
う
の
が
私
の
結
論
で
す
。

こ
れ
は
美
波
町
だ
け
の
問
題
か
と
い
う
と
、

当
然
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
で「
明

日
を
も
知
れ
な
い
」、「
未
来
が
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
が
、
日
本
の
人
口
減
少

は
当
面
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
地
域
や
社
会
を

担
う
若
者
の
減
少
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。で
あ
れ
ば
、少
子
化
対
策
を
進
め
な
が
ら
も
、

当
面
は
縮
小
す
る
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
全
体
で
緩
や
か
な
縮
小
に
す
る
た
め
に
も

地
域
格
差
を
極
小
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。「
で
は
、
ど
う
す
る
の
だ
、
吉
田
基

晴
よ
。」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
地
域
に
は
今

「X」の舞台を求め過疎地に若者が集まった

半育
半IT

子育て移住
昼休みは家族と

半波
半IT

波乗り大好き
通勤時間を波乗に

半農
半IT

職場の隣で
米・野菜作り

半猟
半IT

出勤前に
愛犬と狩猟！

半遍路
半IT

新人研修で
88ヶ所巡礼

半釣
半IT

もらった漁船で
太平洋へ

都会の自由と不安 田舎の多忙と安定

所属企業

家族 自我 家族 自我
地域政治 地域行政

祭り

氏子

関与組織 関与組織

地域教育

集落作業

所属企業
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と
次
の
世
代
を
担
う
若
者
・
子
ど
も
た
ち
が
必

要
な
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
全
国

で
地
方
創
生
、
地
域
づ
く
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
数
少
な
い
若
者
、
減
少
す
る
若

者
を
奪
い
合
う
の
で
は
な
く
、
若
い
世
代
を
分

か
ち
合
う
、
こ
う
い
う
発
想
、
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン

ジ
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
明
る
い
未
来
は
来
な
い

と
考
え
ま
す
。

こ
れ
を
若
者
の
観
点
で
見
る
と
、
一
人
の
若

者
が
複
数
を
同
時
選
択
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
。

つ
ま
り
、
二
者
択
一
で
は
な
い
社
会
を
い
か
に

デ
ザ
イ
ン
し
、
実
現
し
て
い
く
か
、
こ
れ
が
地

域
づ
く
り
の
核
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
日
本
は
、
田
舎
か
都
市
か
、
キ
ャ

リ
ア
か
子
育
て
か
等
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る

シ
ー
ン
が
非
常
に
多
い
社
会
で
あ
り
、
こ
れ
を

変
え
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

も
う
一
つ
が
、
地
域
づ
く
り
を
行
う
時
に
、

誰
が
、
ど
ん
な
お
金
で
行
う
か
と
い
う
観
点
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
補
助
金
の
活
用
、
あ

る
い
は
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
様
々
な
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
否
定
し
ま
せ
ん
が
、

長
期
的
な
観
点
に
立
つ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
補

助
金
で
は
継
続
の
疑
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
地
域
の
持
続
可
能
性
、
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
高
め
る
取
り
組
み
が
持
続
で
き
な

い
の
で
は
話
に
な
ら
な
い
し
、
仮
に
社
会
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
価
値
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

若
者
が
本
業
と
し
て
取
り
組
め
る
し
、
食
べ
て

い
け
る
は
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
ま
や
か
し
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ま
た
非
常
に
乱
暴
な
図
で
す
。
地
域

を
支
え
る
人
手
、
社
会
の
担
い
手
は
急
激
に
減

り
ま
す
が
、
社
会
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

こ
れ
ほ
ど
多
様
化
し
た
日
本
に
お
い
て
は
急
激

に
減
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
後
は
縮
小
社

会
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
取
り
組
み
と
組

織
が
必
要
と
な
り
、
全
国
で
必
要
と
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
２
０
１
３
年
に
㈱
あ
わ

え
を
設
立
し
ま
し
た
。
あ
わ
え
は
、
人
口
減
少

社
会
の
社
会
課
題
・
地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
解
決
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
し
て
、
ビ

ジ
ョ
ン
は
、「
日
本
の
地
方
を
も
っ
と
元
気
に

地
方
の
力
で
日
本
を
元
気
に
」
で
す
。

㈱
あ
わ
え
で
の
挑
戦

あ
わ
え
で
は
、
自
ら
が
地
域
に
入
り
、
時
に

そ
の
社
会
課
題
に
悩
む
患
者
で
も
あ
り
、
目
の

前
の
課
題
に
町
医
者
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
こ

れ
を
研
究
医
と
し
て
全
国
で
も
使
え
る
薬
に
し

て
最
後
は
全
国
に
届
け
る
と
い
う
処
方
箋
の
開

発
に
、
繰
り
返
し
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
方
に

も
シ
ェ
ア
す
べ
く
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
を
美
波
町
で
行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
や
一

次
産
品
と
い
っ
た
資
源
に
加
え
、
社
会
課
題

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
資
源

と
捉
え
、
資
源
豊
富
な
地
方
こ
そ
技
術
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
人
を
誘
致
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
自
治
体
と
連
携
し
て

ベ
ン
チ
ャ
ー
誘
致
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
方
に
最
も
足
り
て
い
な
い
子
ど
も
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
、
２
地
域
就
学
の
仕
組
み

で
す
。
本
来
は
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
で
学
校

に
行
く
小
・
中
学
生
が
、
住
民
票
の
異
動
な
し

に
複
数
の
学
校
に
通
え
る
制
度
で
す
。
日
常
都

内
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
が
、
父
母
の

地
方
ワ
ー
ク
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
地
方
の
学
校
に

そ
の
ま
ま
通
え
る
制
度
で
す
。
こ
れ
は
教
育
制

度
で
あ
り
な
が
ら
、
家
族
で
２
地
域
、
多
地
域

居
住
が
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
地
方
自
治
体
に

と
っ
て
は
質
の
高
い
関
係
人
口
の
創
出
に
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
移
住
に
繋
が
る
な

ど
地
方
創
生
を
加
速
さ
せ
る
側
面
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
人
が
複
数
の
役
割
を
担
う
社
会

の
実
現
で
す
。
あ
わ
え
は
地
域
振
興
ビ
ジ
ネ
ス

の
傍
ら
、
地
元
の
農
家
と
地
域
食
材
を
扱
う
レ

ス
ト
ラ
ン
の
共
同
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
京
都
内
の
有
名
な
ラ
ー
メ
ン
屋
を
支
援
し
て

美
波
町
に
誘
致
を
し
、
今
、
東
京
と
美
波
町
の

２
店
舗
経
営
と
し
て
、
飲
食
店
で
も
多
地
域
経

営
を
し
て
い
ま
す
。

美
波
町
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
も
に
ぎ
や
か

な
状
態
、
つ
ま
り
過
疎
だ
け
ど
「
に
ぎ
や
か
な
」

町
を
目
指
し
て「
に
ぎ
や
か
そ
」と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
美
波
町
の
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
全
体
で
人

口
減
少
が
進
む
、
言
い
換
え
れ
ば
過
疎
化
が
進

む
日
本
に
お
い
て
、
過
疎
だ
け
れ
ど
も
に
ぎ
わ

い
が
あ
る
状
態
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
・
量

急激な人口減少期の需給ギャップを
埋める機能は全国で必要とされる

求められるサービス

需給ギャップ

地域を支える人手

時間経過

令和 3 年度 地域産業交流セミナー

吉田 基晴（よしだ　もとはる） 氏

1971 年、徳島県海部郡美波町生まれ。2003 年、サイファー・テック株式会社を設立。2012 年
徳島県美波町にサテライトオフィス「美波 Lab」を開設、2013 年に本社を美波町に移転。2013
年 6 月、地方の暮らしの中で感じた地域課題をビジネスの力で解決したいという思いから、パブリッ
クベンチャーの株式会社あわえを設立。「日本の地方を元気にする」ことを目指し、地方へのサテ
ライトオフィス誘致や起業・創業の支援を軸とした地域振興事業に取り組む。

【公 職】
美波町 政策参与。四国大学特認教授。内閣官房「未来技術 × 地方創生検討会」委員。地方公共団
体情報システム機構（J-LIS）経営審議委員会 委員。総務省 地域力創造アドバイザー。

【著 書】
2018 年「本社は田舎に限る」（講談社 + α新書）を出版。2019 年に公開された映画「波乗りオフィ
スへようこそ」の原案本。

【表 彰】2020 年 6 月第 70 回「電波の日」及び令和 2 年度「情報通信月間」において総務省が選定する、
「情報通信月間」総務大臣表彰（団体）を受賞。令和 3 年度ふるさとづくり大賞において、優秀賞（総
務大臣表彰）を受賞。



ふるさと融資制度の概要

ふるさと融資 2

ふるさと融資の事務と資金の流れ

ふるさと融資の平成元年度から令和３年度まで
の累計実績は以下のとおりです。

○対象事業者＝法人格を有する民間事業者
○貸 付 団 体＝ 地方公共団体
○対 象 事 業＝ 地域振興につながるあらゆる

分野の民間事業で、新たな雇用 
が見込まれること

○対 象 費 用＝設備の取得等に係る費用
○融 資 期 間＝５年以上２０年以内

（うち据置期間５年以内）
○貸 付 利 率= 無利子
ただし、民間金融機関等の連帯保証（保証料）が必要

①申込
○地方公共団体は、民間事業者から
事業計画を聞き取り、「相談メモ」
を活用して、ふるさと財団に事前
相談してください。また貸付要綱
を制定しておく必要があります。
○民間事業者は、融資申込みまでに、
事業計画、保証金融機関、民間金
融機関等借入先を決定しておく必
要があります。

②総合的な調査・検討依頼
依頼に必要な書類の締切は年３回
（４月下旬、７月中旬、１１月上
旬の予定）です。

④-a　起債同意等
地方公共団体は、予算措置および
起債の同意・届出の手続きが必要
です。

事業数 4,052件

設備投資総額 約7兆9,384億円

融資額 約1兆213億円

雇用増 約17.1万人

※各地方公共団体のこれまでの案件については、ふるさと財団ホームページの「ふるさと財団データベース」にて確認できます。

■要件一覧（融資比率・限度額・雇用要件）

■融資比率・算定基礎のイメージ

ふるさと融資制度の概要

貸付対象費用

貸付対象費用から補助金を控除した額

ふるさと融資 民間金融機関等借入金 自己資金
補助金

35％以内（過疎地域等45％以内）

（※1）…岩手県、宮城県、福島県に限定
（※2）…但し、定住自立圏及び連携中枢都市圏に係る融資比率・融資限度額の引き上げ措置については都道府県は

対象外。
（※3）…㈱脱炭素化支援機構は、国会に提出中の地球温暖化対策法改正法案が成立した場合に設立されるもので、

令和4年3月末日時点では設立は確定していません。

通常の地域
過疎地域（みなし過疎
地域含む）・離島地域・

特別豪雪地帯

定住自立圏
・

連携中枢
都市圏・

東日本
大震災
被災地域
（※1）

都
道
府
県
・
指
定
都
市

そ
の
他
市
町
村

融資比率

融
資
限
度
額

一般の
地域

一般の
地域

地域再生
計画認定
地域・
沖縄県の
区域

地域再生
計画認定
地域・
沖縄県の
区域

通常の施設

複合施設

雇用

融資比率

融
資
限
度
額

通常の施設

複合施設

雇用

35％

35％

45％

45％

45％（※2）

45％

42 52.5

63 78.7

54 67.5 67.5（※2）

81 101.2 101.2（※2）

5 人（再生可能エネルギー電気事業は1人）以上

10.5 13.1

15.7 19.6

13.5 16.8 16.8

20.2 25.3 25.3

45%

45％

67.5

101.2

1人以上

16.8

25.3

１人以上

単位：億円

融資の適否の決定までの手続き

貸付実行と償還の流れ（資金の流れ）

地方公共団体

地方公共団体

民間事業者

民間事業者

民間金融機関等

総務省

ふるさと財団

ふるさと財団

②総合的な調査・検討依頼

①申込

③結果通知

③結果通知④-b 貸付決定通知

④-a
起債同意等

（同意等を要する場合）

⑤原資の借入（起債）

事務
委託契約

⑥貸付

⑦-a 償還

⑦-b 地方債の償還

市町村が認
定する｢地
域脱炭素化
促進事業」
・

㈱脱炭素化
支援機構
（※3）が
出資等を行
う民間事業

ふるさと融資制度の概要

ふるさと融資（地域総合整備資金貸付）とは・・・

ふるさと融資 2

ふるさと融資の事務と資金の流れ

地域振興に資する民間投資を支援するために都道府県又は市町村が長期の無利子資金を融資する制度で、
当財団において事業の総合的な調査・検討や貸付実行から最終償還に至るまでの事務を行っています。

ふるさと融資の平成元年度から令和３年度まで
の累計実績は以下のとおりです。

○対象事業者＝法人格を有する民間事業者
○貸 付 団 体＝ 地方公共団体
○対 象 事 業＝ 地域振興につながるあらゆる

分野の民間事業で、新たな雇用 
が見込まれること

○対 象 費 用＝設備の取得等に係る費用
○融 資 期 間＝５年以上２０年以内

（うち据置期間５年以内）
○貸 付 利 率= 無利子
ただし、民間金融機関等の連帯保証（保証料）が必要

①申込
○地方公共団体は、民間事業者から
事業計画を聞き取り、「相談メモ」
を活用して、ふるさと財団に事前
相談してください。また貸付要綱
を制定しておく必要があります。
○民間事業者は、融資申込みまでに、
事業計画、保証金融機関、民間金
融機関等借入先を決定しておく必
要があります。

②総合的な調査・検討依頼
依頼に必要な書類の締切は年３回
（４月下旬、７月中旬、１１月上
旬の予定）です。

④-a　起債同意等
地方公共団体は、予算措置および
起債の同意・届出の手続きが必要
です。

事業数 4,052件

設備投資総額 約7兆9,384億円

融資額 約1兆213億円

雇用増 約17.1万人

※各地方公共団体のこれまでの案件については、ふるさと財団ホームページの「ふるさと財団データベース」にて確認できます。

■要件一覧（融資比率・限度額・雇用要件）

■融資比率・算定基礎のイメージ

ふるさと融資制度の概要

ふるさと融資概念図

ふるさと融資 民間金融機関等借入金

ふるさと財団

法人格を有する民間事業者

無利子

地方債

地方公共団体

民
間
金
融
機
関
の
連
帯
保
証

Ａ
銀
行

Ｂ
信
金

Ｃ
公
庫

自
己
資
金
・
補
助
金

原
資

利子の75％は地方交付税措置

貸付対象費用から補助金を控除した額
の35％以内（過疎地域、定住自立圏、
東日本大震災被災地域等45％以内）

（
地
方
公
共
団
体
が
保
証
料
の
補
助
を
行
う
場
合
、

　補
助
額
の
75
％
を
地
方
交
付
税
措
置
）

総合的な調査・検討
貸付実行・償還に係る事務の受託

＜事業分野＞
● 交通・通信基盤整備
●都市基盤施設整備
● 地域産業振興
● リゾート観光振興
● 文化・教育・福祉・医療

貸付対象費用：用地取得費を除き
１０百万円以上

（用地取得費は1/3を限度に算入可）
公益性・事業採算性等

5年以上20年以内
（据置期間５年以内）

地域振興・活性化
＜新規雇用＞
都道府県・政令指定都市からの融資 ：５人以上

（再生可能エネルギー電気事業、市町村が認定する
　「地域脱炭素化促進事業」、㈱脱炭素化支援機構
　が出資等を行う民間事業の特例 ：１人以上）
市町村からの融資 ：１人以上

対象外事業
●第三者に売却または分譲

予定施設
●風営法に規定する風俗営

業等の用に供される施設

貸付対象費用

貸付対象費用から補助金を控除した額

ふるさと融資 民間金融機関等借入金 自己資金
補助金

35％以内（過疎地域等 45％以内）
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問合せ先 　融資部融資課　�tel: 03-3263-5737 
e-mail: chousa-ka@furusato-zaidan.or.jp 
事業概要について詳細は財団ホームページをご覧ください。➡
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令和 3年度ふるさと企業大賞

長
距
離
・
大
量
輸
送
に
優
れ
た
内
航
海
運
は
国
内
物
流
の

約
4
割
（
輸
送
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
）
を
占
め
る
基
幹
輸
送
産

業
で
す
が
、
高
齢
化
な
ど
か
ら
船
員
の
人
材
不
足
が
深
刻
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
抱
き
、

地
域
に
根
ざ
し
た
海
運
を
維
持
し
将
来
の
発
展
に
繋
げ
よ
う

と
仲
間
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
熊
本
県
上
天
草
市
の
海

運
会
社
、
舛
宝
海
運
有
限
会
社
の
木
村
治
・
代
表
取
締
役
に

海
運
産
業
の
歴
史
や
人
材
確
保
の
取
り
組
み
な
ど
を
伺
い
ま

し
た
。

天
草
の
海
運
は
19
世
紀
か
ら

弊
社
が
あ
る
大
矢
野
島
は
天
草
諸
島
北
端
に
位
置
し
、
島

原
の
乱
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
天
草
四
郎
ゆ
か
り
の
島
と
し

て
も
有
名
で
す
。
島
の
周
り
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
天
草
諸
島
で
は
16
世
紀
か
ら
中
国
と
船
を
使
っ
た
交
流

を
行
い
、
19
世
紀
に
は
周
辺
地
域
に
塩
な
ど
を
運
ぶ
海
運
が

生
ま
れ
、
さ
ら
に
八
代
海
の
干
拓
用
石
材
や
石
灰
石
の
輸
送

で
発
展
す
る
な
ど
、
海
運
業
が
非
常
に
盛
ん
な
地
域
で
す
。

弊
社
も
昭
和
24
年
に
1
隻
の
機
帆
船
か
ら
海
運
の
仕
事
を

始
め
ま
し
た
。
当
時
は
三
池
炭
鉱
の
石
炭
を
大
牟
田
か
ら
北

九
州
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
の
流
れ
と
共
に
、
鉄
材
や
石
材
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
貨
物

を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
53
年
に
法
人
化
し
、
１
９
９
総
㌧
（
４
７
０
載
貨
重

量
㌧
）
の
ば
ら
積
み
船
、
舛
宝
山
丸
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
国
内
物
流
会
社
「
上
組
」
子
会
社
の
「
上
組
海

運
」
の
委
託
を
受
け
て
飼
料
用
穀
物
を
中
心
に
運
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
神
戸
で
大
型
の
外
航
船
が
運
ん
で
き
た
飼
料

用
穀
物
を
積
み
替
え
て
鹿
児
島
ま
で
運
ぶ
と
い
う
よ
う
な
流

れ
で
す
。

そ
の
後
、
上
組
海
運
様
と
の
関
係
が
強
ま
り
、
委
託
か
ら

傭
船
に
契
約
方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
も
上
組

海
運
様
が
大
手
商
社
な
ど
の
荷
主
か
ら
輸
送
を
依
頼
さ
れ
た

主
に
飼
料
用
穀
物
を
全
国
に
運
ん
で
い
ま
す
。

海
運
の
仕
組
み
は
、
荷
物
を
集
め
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
船

を
所
有
し
て
動
か
す
船
主
（
オ
ー
ナ
ー
）
に
分
か
れ
ま
す
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
荷
主
様
か
ら
の
荷
物
を
船
主

が
動
か
す
貨
物
船
に
載
せ
て
運
び
ま
す
。私
た
ち
は
船
主
で
、

上
組
海
運
様
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
な
傭

船
契
約
で
は
、船
主
は
運
航
に
必
要
な
船
員
を
雇
用
し
ま
す
。

傭
船
契
約
の
場
合
は
、
相
手
が
指
定
す
る
荷
物
を
運
ぶ
こ
と

に
な
り
、
自
前
で
運
ぶ
荷
物
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
傭
船
料
で
安
定
収
入
が
確
保
さ
れ
、
経
営
は
安
定
し

ま
す
。

新
造
船
に
伴
い
7
人
を
地
元
雇
用

輸
送
貨
物
が
安
定
し
、
拡
大
し
て
き
た
た
め
、
輸
送
す
る

荷
物
に
合
わ
せ
て
船
も
更
新
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
58
年
に

初
代
舛
宝
山
丸
を
売
船
し
、
2
代
目
舛
宝
山
丸
（
１
９
９
総

㌧
、
７
４
１
載
貨
重
量
㌧
）
を
購
入
。
昭
和
63
年
に
3
代
目

の
舛
宝
山
丸
（
１
９
９
総
㌧
、
７
０
０
載
貨
重
量
㌧
）
を
初

め
て
建
造
し
、
平
成
12
年
に
第
二
舛
宝
山
丸
（
４
９
８
総
㌧
、

１
６
０
０
載
貨
重
量
㌧
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
23
年
の
４
代
目
舛
宝
山
丸
（
４
９
９
総
㌧
）

社
長
に
聞
く

熊
本
県
▪
上
天
草
市

舛
宝
海
運
有
限
会
社　

代
表
取
締
役 

木
村
　
治
氏

仲
間
と
地
域
に
根
ざ
し
た
内
航
海
運
産
業
を
守
る

令
和
３
年
度 

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

に
輝
い
た
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の
建
造
に
続
い
て
、
平
成
28
年
に
2
代
目
と
な
る
第
二
舛
宝

山
丸
（
４
９
９
総
㌧
、
１
６
０
０
載
貨
重
量
㌧
）
を
建
造
し
、

大
型
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
第
二
舛
宝
山
丸
は
船
倉
部
に
移

動
隔
壁
を
設
け
、
2
種
類
の
異
な
る
貨
物
を
運
べ
る
よ
う
に

し
た
新
鋭
船
で
、
こ
の
新
船
建
造
に
当
た
っ
て
ふ
る
さ
と
融

資
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
過
疎
地
と
い
う
こ
と

で
事
業
費
の
45
％
と
い
う
、
好
条
件
で
融
資
を
受
け
ら
れ
た

こ
と
が
経
営
的
に
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

内
航
海
運
で
多
い
５
０
０
総
㌧
未
満
の
貨
物
船
に
は
船
長
、

１
等
航
海
士
、
２
等
航
海
士
、
機
関
長
、
１
等
機
関
士
の
５

人
の
船
員
が
乗
船
し
ま
す
。
勤
務
パ
タ
ー
ン
は
「
３
カ
月
乗

船
・
１
カ
月
休
暇
」「
２
カ
月
乗
船
・
20
日
休
暇
」
な
ど
が

あ
り
、
2
人
の
交
代
要
員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
第
二
舛
宝

山
丸
の
新
建
造
に
伴
っ
て
7
人
を
上
天
草
市
な
ど
か
ら
新
た

に
雇
用
し
、
少
し
地
元
貢
献
が
で
き
た
の
で
は
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

出
前
授
業
な
ど
で
船
の
仕
事
を
Ｐ
Ｒ

し
か
し
、
上
天
草
市
の
海
運
産
業
に
は
大
き
な
課
題
も
あ

り
ま
す
。
大
矢
野
町
、
松
島
町
な
ど
計
4
町
で
構
成
さ
れ
る

上
天
草
市
の
内
航
海
運
会
社
は
現
在
85
社
ほ
ど
あ
り
、
有
数

の
海
運
の
町
な
の
で
す
が
、
長
期
乗
船
な
ど
特
殊
な
仕
事
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
っ
て
か
若
者
に
は
人
気
の
仕
事
で
は
な

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
人
材
の
確
保
と
育
成
が

難
し
く
、
船
員
の
高
齢
化
も
進
み
、
一
時
は
地
元
大
矢
野
町

だ
け
で
も
２
５
７
社
ほ
ど
あ
っ
た
そ
う
な
の
で
す
が
、
現
在

は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

1
回
の
乗
船
期
間
は
長
く
な
り
ま
す
が
、
船
内
の
労
働
環

境
の
改
善
は
進
ん
で
い
ま
す
し
、転
勤
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、

ふ
る
さ
と
を
離
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
業
す
れ
ば
長

く
勤
務
す
る
人
が
多
く
、
弊
社
に
は
勤
続
20
年
を
超
え
る
ベ

テ
ラ
ン
船
員
も
数
名
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
魅
力
溢
れ
た

仕
事
な
の
で
す
が
、
若
い
世
代
に
、
内
航
海
運
業
に
つ
い
て

の
情
報
や
、
船
員
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
が
こ
れ

ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
熊
本
県
海
運
組
合
（
上

天
草
市
）
で
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
上
天
草
の
海
運
が
廃
れ
て

し
ま
う
」
と
の
危
機
意
識
か
ら
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
内

航
海
運
を
守
る
た
め
上
天
草
市
と
平
成
28
年
に
「
海
運
業
次

世
代
人
材
育
成
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
小
中
学
生
ら
へ

の
船
内
見
学
会
や
出
前
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
社

で
は
ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
し
、
建
造
し
た
第
二
舛
宝
山
丸

を
使
い
、
熊
本
県
立
天
草
拓
心
高
等
学
校
海
洋
科
学
科
の
生

徒
の
皆
様
に
体
験
乗
船
会
の
実
施
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
内
航
海
運
の
魅
力
を
伝
え
、
船
員
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
に
「
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
栄
え
あ
る
賞
は
、
歴
史
あ
る
上
天
草

の
海
運
を
守
り
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
仲
間

全
体
が
頂
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社
は
そ
の
代
表
の
役

を
担
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
海
運
に
携
わ
る
仲

間
と
と
も
に
地
元
上
天
草
の
海
運
を
守
る
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

概 要

会　社　名：舛宝海運有限会社

総従業員数：14人

業 務 内 容： 内航海運業一般、内航船舶貸渡業

所　在　地： 〒869-3601  
熊本県上天草市大矢野町登立12056番地

https://masuhokaiun.kataranna.jp/

沿 革
昭和24年 舛宝海運を創業

昭和53年 舛宝海運有限会社を設立。舛宝山丸（初代）を購入

平成23年 舛宝山丸（4 代目）を建造　

平成28年 第二舛宝山丸（2 代目）を建造　 
※推薦事業（ふるさと融資活用 294 百万円）

令和元年 新事務所竣工

令和 3 年 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞
令和元年に竣工した
舛宝海運事務所

499 総トンの第二舛
宝山丸。船倉を分ける
ことで２種類の穀物な
どを同時に積載できる

新造の第二舛宝山丸の船首部甲板で機材の使い方な
どの説明を真剣に聞く熊本県立天草拓心高校の皆さん

建造されたばかりの第二舛宝山丸のブリッジで熊本県
立天草拓心高校の皆さんが操船を体験
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舛
宝
海
運
有
限
会
社
に
つ
い
て

内
航
海
運
と
い
う
産
業
は
、
上
天
草
市
に
と
っ
て
重
要
な

産
業
で
す
。
海
上
輸
送
は
昭
和
時
代
、
高
度
経
済
成
長
期
か

ら
続
く
産
業
で
、
当
時
上
天
草
市
を
含
む
天
草
諸
島
と
い
う

の
は
天
草
五
橋
が
開
通
し
た
昭
和
41
年
ま
で
離
島
で
し
た
の

で
、
海
上
輸
送
は
非
常
に
盛
ん
な
地
域
で
し
た
。
い
ま
で
も

熊
本
県
の
内
航
海
運
の
法
人
の
6
割
が
上
天
草
市
に
あ
り
、

船
員
数
だ
け
見
る
と
７
割
～
８
割
が
上
天
草
市
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
、
熊
本
県
内
で
は
随
一
の
内
航
海
運
の

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
船
舶
の
更
新
の
際
は
「
ふ
る
さ
と
融
資
」

を
活
用
し
た
り
、
検
討
し
た
り
し
て
い
た
事
業
者
は
多
く
あ

り
ま
し
た
。
観
光
業
で
も
上
天
草
市
は
注
目
が
高
ま
っ
て
い

る
地
域
で
す
の
で
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
に
ふ
る
さ
と
融
資

を
活
用
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

上
天
草
市
第
二
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
中
で
、
３

つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
「
未
来

に
向
け
て
輝
く
『
産
業
』
づ
く
り
」
と
い
う
方
針
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
内
航
海
運
業
の
振
興
を
大
き
く
謳
っ
て
お
り
、

雇
用
対
策
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
者
と
い
う
こ
と
で
舛

宝
海
運
有
限
会
社
様
を
市
と
し
て
も
ふ
る
さ
と
融
資
の
活
用

ま
た
、
企
業
大
賞
へ
の
推
薦
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
世
代
の
海
技
士
育
成
の
た
め
に　

市
で
は
、「
次
世
代
人
材
育
成
推
進
協
議
会
」
と
い
う
も

の
を
市
、
国
土
交
通
省
熊
本
運
輸
支
局
、
市
内
に
２
つ
あ
る

内
航
海
運
の
組
合
な
ど
で
組
織
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

内
航
海
運
業
の
発
展
に
は
次
世
代
の
人
材
育
成
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
海
技
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
舛
宝
海

運
有
限
会
社
も
所
属
す
る
協
議
会
の
協
力
を
得
て
実
際
の

乗
船
経
験
も
積
め
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
も
、

学
校
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
出
前
講
座
な
ど
様
々
な

内
航
海
運
業
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

船
も
大
型
化
し
、
そ
の
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
船
を
動
か
す
の
は
人
間
で
す
の
で
、
人
材
を
輩
出
で

き
る
環
境
を
し
っ
か
り
と
整
え
て
い
け
ば
地
方
で
あ
っ
て
も

企
業
は
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す

上
天
草
市
は
熊
本
県
の
西
部
に
位
置
す
る
天
草
諸
島
の
入

り
口
に
位
置
し
て
お
り
、
も
と
も
と
離
島
で
あ
っ
た
地
域
と

い
う
こ
と
で
、
市
内
の
多
く
の
エ
リ
ア
が
国
立
公
園
と
な
っ

て
い
ま
す
。
非
常
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く
、
風
光
明
媚
な

地
域
で
す
。

ま
た
、
上
天
草
市
の
海
は
、
波
が
穏
や
か
な
こ
と
も
あ
り

海
水
浴
だ
け
で
な
く
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
な

ど
話
題
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
観
光
客
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
以
外
に
も
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
一

年
を
通
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
上
天
草
市
で
は
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
も
少
し

ず
つ
力
を
入
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
東
京
の
企
業
と
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
的
に
実
証
試
験
を
お
こ
な
っ
た
り
、
熊
本
県
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ト
に
上
天
草
市
を
組
み
込
ん
で
も
ら
っ

た
り
な
ど
今
後
本
格
的
に
始
動
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
地
で
は
独
自
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
て
い
る
民
間
事
業
者
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
点
々
と
動

き
出
し
て
い
る
も
の
を
広
げ
て
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

令和 3年度ふるさと企業大賞

舛
宝
海
運
有
限
会
社
を

推
薦
し
た
熊
本
県
上
天
草
市

堀
江
隆
臣
市
長
に
聞
く

ふるさと融資の概要

事 業 者 舛宝海運有限会社
事 業 名 新造船（定期用船）建造事業
実 施 年 度 平成 28年度
設備投資額 654百万円
貸 付 額 294百万円
雇 用 増 6人

堀
ほり

江
え

 隆
たか

臣
おみ

 市長プロフィール

経歴 1999年 ５ 月　姫戸町議会議員
 2004年 ３ 月　上天草市議会議員
 2009年 ５ 月　上天草市議会議長就任
 2014年12月　上天草市長就任



上
天
草
市
の
概
要

　上天草市は、熊本県の西部、有明海と八代海が接する天草地域の玄関口に位置
し、天草地域に浮かぶ大矢野島、上島、そのほかの島々から構成されています。
　また、市のほぼ全体が雲仙天草国立公園に含まれ、日本三大松島の一つにあ
げられる松島の風景や龍ヶ岳・白嶽をはじめとする九州自然歩道（観海アルプ
ス）からの眺望など景勝地として四季折々に美しい表情を見せています。
気候は、典型的な西海型気候で、降雪は数えるほどしかなく、海岸部の一部は
無霜地帯となっています。年間を通して比較的温暖な気候を有しているところ
から、果樹や花きの栽培が盛んに行われています。
　大矢野島（上天草市大矢野町）は天草四郎時貞の生誕の地としても有名です。
「島原天草一揆（天草・島原の戦い、1637年）」の総大将として江戸幕府に戦い
を挑んだ四郎は当時16歳の少年であったと言われることから生誕は1621年と
推定され、2021年に生誕400年を迎えました。

人口▶25,370人（令和4年3月31日末時点）　面積▶126.94㎢ https://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/

上天草市

熊本市

天草観海アルプス
天草上島に連なる山々を青空と海を見渡しながら楽しめるトレイ
ルコースです。ひらけた場所からは八代海が見渡せ、白嶽（標高
373m）からは、空気が澄んでいれば九州の山々が見渡せます。天草
観海アルプスルートに群生するアマクサミツバツツジが咲く春は特
に人気のスポットです。

天草文旦（パール柑）
上天草市はその温暖な気候から柑橘類の栽培が盛
んです。天草の上島から三角半島にかけて走る国道
「パールライン」の周辺で多く栽培されていたことか
ら「パール柑」と名付けられました。その名の通り
光り輝くような透きとおった黄色をしており、爽や
かな香りとともに、プリプリとした食感が特徴です。

パールラインマラソン
「遅いあなたが主役です。」をキャッチフレーズとして、2022 年 2月
の開催で 50回を迎えた天草パールラインマラソンは、1973 年に大
矢野町（現・上天草市）で始まり、市民マラソンの草分け的存在で、
上天草市は「健康マラソン発祥の地」となっています。

天草大王
熊本地方には、かつて天草
大王という世界的にも希な
大型の肉用鶏が飼育されて
いたと言われていましたが、
昭和時代から次第に飼養羽
数が減少し、絶滅してしま
いました。しかし、熊本県が 10 年の歳月をかけて復元し、国
内最大級の大きさを誇る幻の地鶏が復活しました。肉の歯ご
たえと甘味のある脂は、全国から注目を集めています。

湯島（猫島）
猫たちがのんびり暮らす離島。
島原天草一揆の際、天草と島原
の一揆軍が戦略会議をしたこと
から「談合島」とも呼ばれてい
ます。また、恋する灯台やハー
トの木など恋人たちの聖地とし
ても人気のスポットになってい
ます。

マリンスポーツ
上天草は海に囲まれた島。当然ながら、
マリンレジャーが充実しています。穏
やかな海は海水浴客に愛され、シー
カヤックやウェイクボードなど、マリ
ンスポーツにも絶好のロケーションで
す。またマリーナが点在し、季節を問
わずクルージングやフィッシング、イ
ルカウォッチングなど海のエンターテ
インメントが楽しめます。

くるまえび
上天草の「くるまえび」は、6月〜 8月が旬の天然くるま
えびはもちろん、10 月〜 4月にかけて出荷される養殖も
日本有数の生産量をほこります。身が引き締まり、旨味
成分の含有量はえび類の中でもトップクラスです。海に
囲まれた上天草市はそのほか、「しまあじ」や「とらふぐ」、
「真鯛」など豊富な海産物も有名です。
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令和 3年度ふるさと企業大賞

錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
が
入
っ
た
凸
部
を
押
す
と
ア
ル
ミ
箔
が

切
れ
て
薬
が
取
り
出
せ
る
Ｐ
Ｔ
Ｐ
シ
ー
ト
は
、
薬
の
品
質
維

持
の
効
果
が
あ
り
、
医
薬
品
の
包
装
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
を
始
め
製
薬
会
社
が

多
い
富
山
県
に
あ
る
昭
北
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
は
、

Ｐ
Ｔ
Ｐ
シ
ー
ト
用
の
ア
ル
ミ
箔
加
工
の
先
進
技
術
を
武
器
に

業
績
を
大
き
く
伸
ば
し
、
製
薬
業
界
を
支
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
中
川
雄
介
・
代
表
取
締
役
社
長
に
成
長
の
背
景
な
ど

を
伺
い
ま
し
た
。

製
缶
か
ら
ア
ル
ミ
箔
加
工
へ

創
業
は
明
治
に
遡
り
ま
す
。
明
治
36
年
に
中
川
製
缶
所
と

し
て
生
ま
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
富
山
の
配
置
薬
用
の
金

属
容
器
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
昭
和
16
年
に
工
場
を
新
設
し

ま
す
が
空
襲
で
焼
失
。
戦
後
の
昭
和
26
年
に
中
川
プ
レ
ス
工

業
株
式
会
社
と
し
て
再
建
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
に
入
っ
て
薬
用
の
金
属
容
器
の
需

要
に
陰
り
が
見
え
始
め
、
新
し
い
事
業
分
野
を
探
し
て
い
る

中
で
、
昭
和
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
株
式
会
社
（
現
昭
和
電
工
株
式

会
社
）か
ら
技
術
援
助
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
51
年
に
社
名
を
昭
北
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
に
変

更
し
、
新
た
に
ア
ル
ミ
箔
加
工
事
業
へ
の
挑
戦
を
始
め
ま
し

た
。
第
2
の
創
業
の
よ
う
な
大
転
換
で
し
た
。

私
個
人
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
6
年
に
勤
め
て
い
た
会
社

を
辞
め
て
昭
北
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
に
入
り
、「
メ
ー

カ
ー
」
に
な
る
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
け
て
経
営
改
革
に

着
手
し
ま
し
た
。
私
が
思
う
「
メ
ー
カ
ー
」
と
は
、
営
業
活

動
を
代
理
店
な
ど
が
行
っ
た
も
の
を
「
下
請
け
企
業
」
と
し

て
発
注
書
通
り
に
モ
ノ
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
営
業

活
動
か
ら
自
社
で
行
お
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
独
自
の
品
質
管
理
シ

ス
テ
ム
「
Ｑ–

ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
」
を
開
発
し
、
少
量
・
多
品
種

と
い
っ
た
多
様
な
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
、
校
正
・
受

注
・
生
産
・
納
品
を
一
括
管
理
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
多
様
な
軟
包
装
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
確
か
な
歩
み
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ｐ
シ
ー
ト
用
ア
ル
ミ
箔
で
急
成
長

完
全
密
閉
の
個
包
装
で
湿
気
な
ど
の
薬
の
変
質
要
因
を
遮

断
で
き
る
Ｐ
Ｔ
Ｐ
（Press Through Pack

）
シ
ー
ト
は
、

そ
の
有
用
性
か
ら
医
薬
品
の
包
装
と
し
て
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
仕
組
み
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー

の
工
場
で
表
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
シ
ー
ト
に
ポ
ケ
ッ
ト

を
つ
く
っ
て
薬
を
入
れ
、
裏
側
の
ア
ル
ミ
箔
と
熱
で
接
着
し

ま
す
。

弊
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
軟
包
装
資
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

中
心
と
な
る
製
品
は
こ
の
ア
ル
ミ
箔
シ
ー
ト
で
す
。
そ
の
厚

さ
は
20
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
（
0
・
02
㍉
㍍
）
か
17
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
（
0
・
０
１
７
㍉
㍍
）
で
、
そ
の
薄
い
ア
ル
ミ

箔
に
文
字
な
ど
を
印
刷
し
、
強
度
強
化
な
ど
の
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
施
し
ま
す
。
こ
う
し
た
繊
細
な
ア
ル
ミ
箔
に
印
刷
す
る

特
殊
な
技
術
を
持
つ
会
社
は
日
本
で
5
社
ほ
ど
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

平
成
25
年
か
ら
国
策
と
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

社
長
に
聞
く

富
山
県
▪
富
山
市

昭
北
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長 

中
川
雄
介
氏

先
進
ア
ル
ミ
箔
加
工
技
術
で
富
山
の
製
薬
産
業
に
寄
与

令
和
３
年
度 

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

に
輝
い
た
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発
医
薬
品
）
が
推
進
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
用
ア
ル
ミ
箔
の
注
文
は

増
え
続
け
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は
「
医
療
用
医
薬
品
へ
の

バ
ー
コ
ー
ド
表
示
」
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ア
ル

ミ
箔
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
刷
で
き
る
Ｐ
Ｔ
Ｐ
シ
ー
ト
の
利
用

が
増
え
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
用
ア
ル
ミ
箔
は
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
か

な
い
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
判
断
し
、
第
2
工
場
を
建
設
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
金
融
機
関
は
売
り
上
げ
に
対
し
て

設
備
投
資
が
過
大
だ
と
し
て
建
設
資
金
の
融
資
に
難
色
を
示

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
ふ
る
さ
と
融
資
が
力
強
い
味
方
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
に
第
2
工
場
が
完
成
し
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
急
成
長
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
売
り

上
げ
は
急
拡
大
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
基
礎
を
固
め
ら
れ

た
の
は
第
2
工
場
建
設
で
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

偽
薬
防
止
の
簡
易
ホ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現

弊
社
で
は
、
ア
ル
ミ
箔
加
工
で
多
く
の
特
許
技
術
を
開
発

し
て
い
ま
す
。
新
設
し
た
第
2
工
場
は
顧
客
の
要
求
に
応
え

る
た
め
「
グ
ロ
ス
ノ
ン
パ
タ
ー
ン
」
と
い
う
技
術
を
開
発
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
光
の
当
た
り
具
合
に
よ
っ
て
文
字
な
ど

が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
画
期
的
な
印
刷
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

技
術
で
、
偽
薬
対
策
に
有
効
で
す
。

製
薬
会
社
の
ニ
プ
ロ
株
式
会
社
と
日
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
に
共
同
出
展
し
、
テ
ク
ニ
カ
ル
包
装
賞
を
受
賞

し
た
ほ
か
非
政
府
組
織
「
世
界
包
装
機
構
」
の
ワ
ー
ル
ド
ス

タ
ー
賞
な
ど
を
受
賞
す
る
な
ど
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

基
に
な
っ
た
の
は
、
独
自
開
発
の
白
地
で
な
く
て
も
バ
ー

コ
ー
ド
が
読
み
取
り
可
能
な
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
技
術

「
グ
ロ
ス
ノ
ン
コ
ー
ト
Ⓡ
」
で
、
こ
の
基
盤
技
術
か
ら
は
「
影

印
刷
」
な
ど
他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
加
工
技
術
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

目
下
の
経
営
は
順
調
で
す
が
、
少
子
化
が
進
む
中
で
医
薬

品
向
け
ア
ル
ミ
箔
の
成
長
性
に
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

40
年
積
み
上
げ
た
ア
ル
ミ
箔
加
工
技
術
を
活
用
し
、
リ
チ
ウ

ム
電
池
向
け
カ
ー
ボ
ン
コ
ー
ト
箔
な
ど
新
た
な
分
野
の
開
拓

を
始
め
て
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
と
地
域
貢
献
活
動

従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
は
富
山
県
内
か
ら
採
用
し
て
お
り
、

地
域
雇
用
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
で
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。
働
き
方
改
革
の
取
組
と
し
て
、
特
に
女
性
の

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
積
極
的
に

女
性
の
幹
部
登
用
を
行
い
、
社
内
の
全
部
署
に
女
性
を
配
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
折
に
は
休
園
・
休
校

に
対
応
し
て
子
連
れ
出
勤
を
認
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
令
和
2
年
に
富
山
県
か
ら

「
女
性
が
輝
く
元
気
企
業
と
や
ま
賞
」
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
「
富
山
グ

ラ
ウ
ジ
ー
ズ
」（
Ｂ
リ
ー
グ
）
や
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ア
ク
ア
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
」（
Ｖ
1
リ
ー
グ
）

を
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
元
富
山
の
産
業
発
展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る
よ
う
堅

実
な
経
営
を
続
け
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

貢
献
に
も
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

沿 革
明治36年 中川製缶所を富山市で創業　

昭和26年 株式会社に組織変更、社名を中川プレス工業株式会社に改称 

昭和51年 社名を昭北ラミネート工業株式会社に改称。昭和アルミニウム株式会社の技術援助によりアルミ加工箔製造を開始

平成25年 第 2 工場を建設　※推薦事業（ふるさと融資活用 245 百万円）

令和 2 年 第 3 工場を建設。『偽造対策 PTP シート』が「日本パッケージングコンテスト」で「テクニカル包装賞」を受賞

令和 3 年 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞

概 要

会　社　名：昭北ラミネート工業株式会社

総従業員数：123人

業 務 内 容： PTPアルミフィルム製造販売、医薬品用各種包装資材
販売、着色・印刷・各種コーティング・ドライラミ
ネート加工、電池用カーボンコートアルミ箔製造など

所　在　地： 
（本 社 ・ 工 場） 〒930-0821　富山県富山市飯野1番地1
（第2・第3工場） 〒930-0830　富山県富山市中冨居新町11番23号

http://www.shohoku.co.jp/ ジェネリック医薬品の市場拡大などを受けた PTP
シートの需要急増に対応して建設された第 2工場

第２工場には繊細なアルミ箔にグラビア印刷やコーティング
などを行う最新鋭の機械が並ぶ

主力製品の PTPシート用のアルミ箔フィルム（左）。右上は
PTPシートの模式図

容器フィルム
（塩ビ・ポリプロピレン）薬剤

ヒートシール剤
（VCコート）

アルミ箔
（17µmまたは 20µｍ）
白ベタ層

耐熱コート剤
（OPコート）

印刷インキ
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昭
北
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
に
つ
い
て

昭
北
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
様
は
薬
関
連
産
業
の
会

社
で
す
。「
く
す
り
の
ま
ち
富
山
」
で
明
治
36
年
創
業
と
１

０
０
年
以
上
医
薬
品
に
携
わ
る
企
業
と
し
て
、
業
務
を
拡
大

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

製
造
業
が
盛
ん
な
当
市
で
す
が
、
中
で
も
、
医
薬
品
関
連

産
業
の
割
合
が
多
く
、
薬
（
原
薬
、
製
薬
）
に
加
え
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
印
刷
、
容
器
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
ア
ル
ミ
箔
な
ど
薬
に
関
係
す

る
産
業
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
は
地
域
発
展
の
大
き
な
支
え

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
北
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
は
以
前
か
ら
、

女
性
従
業
員
が
非
常
に
多
い
企
業
（
全
従
業
員
の
３
割
が
女

性
）
で
あ
り
、
最
近
で
こ
そ
育
児
や
介
護
休
暇
制
度
が
整
っ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
ら
れ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
富
山
は
共
働
き
率
が
高
い
土
地
柄

で
す
が
、
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
を
具
現
化
さ
れ
た
企
業
と

し
て
、
県
か
ら
「
女
性
が
輝
く
元
気
企
業
と
や
ま
賞
」
を
授

与
さ
れ
る
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

人
・
ま
ち
・
自
然
が
調
和
す
る
活
力
都
市
と
や
ま

第
２
次
富
山
市
総
合
計
画
で
は
、「
人
・
ま
ち
・
自
然
が

調
和
す
る
活
力
都
市
と
や
ま
」
を
本
市
の
目
指
す
都
市
像
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
大
き
な
４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

の
う
ち
、「
人
が
集
い
活
気
に
あ
ふ
れ
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
」

の
達
成
の
た
め
に
企
業
が
設
備
投
資
を
す
る
場
合
は
市
も
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
２
期
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針
で
は
、

地
域
を
牽
引
す
る
も
の
づ
く
り
産
業
の
活
力
強
化
、
成
長
産

業
の
さ
ら
な
る
進
化
と
新
産
業
の
創
出
、
企
業
誘
致
・
拠
点

化
に
よ
る
産
業
集
積
の
強
化
を
掲
げ
て
お
り
、
伝
統
の
あ
る

医
薬
品
関
連
産
業
へ
の
支
援
体
制
を
今
後
も
充
実
さ
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
幸
せ
日
本
一
と
や
ま
」
を
目
指
し
て

富
山
市
で
は
、
ま
ち
の
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
少

子
高
齢
化
な
ど
の
地
域
課
題
の
解
消
の
た
め
、
公
共
交
通
網

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
18
年
に
「
富

山
港
線
路
面
電
車
化
」
と
し
て
本
格
的
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
運
行
が

始
ま
り
、「
市
内
電
車
環
状
線
化
」
で
、
市
内
を
循
環
す
る

路
線
を
開
通
。「
路
面
電
車
南
北
接
続
事
業
」
で
富
山
駅
の

高
架
下
へ
の
路
面
電
車
の
乗
り
入
れ
を
開
始
、
令
和
２
年
に

は
ま
ち
の
南
北
が
一
本
の
路
線
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。
公
共

交
通
の
沿
線
に
都
市
機
能
を
誘
導
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
す
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

都
市
部
だ
け
で
は
な
く
、
中
山
間
地
、
郊
外
の
皆
様
に
も

幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
技
術

の
導
入
や
官
民
の
各
種
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
市

民
生
活
の
質
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

化
」
も
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
市
内
居
住
人
口
の
98
・
9
％

を
カ
バ
ー
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ど

も
の
見
守
り
、
イ
ン
フ
ラ
管
理
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
幅
広

い
分
野
に
集
約
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
。
民
間
企
業
へ
無
償
で

デ
ー
タ
を
譲
渡
し
、
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
の
成
果
を
活
か
し
な
が
ら
、
富

山
市
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
こ
と
で
「
幸
せ
日
本

一
と
や
ま
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令和 3年度ふるさと企業大賞

昭
北
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
業
㈱
を

推
薦
し
た
富
山
県
富
山
市

藤
井
裕
久
市
長
に
聞
く

ふるさと融資の概要

事 業 者 昭北ラミネート工業株式会社
事 業 名 第 2工場新築工事事業
実 施 年 度 平成 25年度
設備投資額 830百万円
貸 付 額 245百万円
雇 用 増 7人

藤
ふじ

井
い

 裕
ひろ

久
ひさ

 市長プロフィール

経歴 2011年 ４ 月　富山県議会議員 （初当選 ）　
 2015年 1 月　上婦負ケーブルテレビ㈱

代表取締役社長
 2015年 ４ 月　富山県議会議員 （再選 ）
 2018年 ４ 月　富山県商工会連合会副会長
 2019年 ４ 月　富山県議会議員 （再選 ）
 2021年 ４ 月　富山市長就任



富山の寿司（ますずし）
富山湾に春の訪れを告げるシロ
エビや、「富山湾の神秘」ホタル
イカなど、海産物も富山の名物。
「天然の生け簀」と称される富
山湾は、日本海に分布するとさ
れる約 800 種のうち約 500 種の魚が泳ぐといわれ、水産資源
の宝庫となっています。市内には、富山ならではの天然・新
鮮の極上寿司を味わえる「富山湾鮨」の店が数多くあります。
また富山名産の「ますずし」は各店舗によって味が違うため、
食べ比べをして自分好みの味を探してみるのも富山の楽しみ
の一つです。

ガラス美術館
「くすりのまち富山」では、その昔、薬を入れる
容器に使用していたガラス産業も盛んです。隈
研吾氏が設計を手掛けた建物は、御影石、ガラ

ス、アルミなど異なる素材を組み合わせ、表情豊かな立山連峰を彷彿とさせる外観となっ
ており、多くの人にガラス美術の魅力や楽しさを体感していただける施設となっています。

水上ライン
富岩運河環水公園から海沿いの岩瀬地区までを繋ぐ運河ク
ルーズ。運河の中央地点に昭和9年に造られた中島閘門では、
水位差を二対の扉で調節するパナマ運河方式（前後のゲート
を交互に開閉することで水位の異なる水面を調整）の閘門で、
中世から近代のヨーロッパで発達した水運技術を取り入れて
います。平成 10 年には、昭和の土木構造物として全国で初
めて国指定重要文化財に指定されました。

立山黒部アルペンルート（雪の大谷）
富山市は立山黒部アルペンルートの玄関口。全線が開通する4月には通称「雪の大谷」と呼
ばれる区間には高さ20mに迫る雪の壁を見上げながら歩くことができ、国内だけでなく海
外の観光客にも人気のスポットです。

全日本チンドンコンクール
戦後復興に富山市を活気づけるために始
まったチンドンコンクール。全国のチンドン
マンが、その技とアイデアを競う全国唯一
コンクールです。毎年 4月上旬に開催され、
桜が咲き誇る中、派手な衣装に太鼓や三味
線などが鳴り響くチンドンパフォーマンスが
楽しめます。

おわら風の盆
江戸時代に始まったとさ
れる「おわら」は 300年
余りの歴史があります。
毎年 9月 1日〜 3日に開
催される「おわら風の盆」
では、ぼんぼりが灯る坂
の町（八尾町）で揃いの
浴衣、法被に編み笠をあぶった踊り手が、唄、囃子、三味線、胡弓、
太鼓の音色にあわせ風情豊かに踊り、約 20万人の人が訪れます。

富
山
市
の
概
要

　日本海側のほぼ中央に位置し、水深1,000ｍの「海の幸の宝庫」富山湾から標高
3,000ｍ級の北アルプス立山連峰まで標高差4,000ｍの多様な地勢と雄大な自然を
誇ります。
　日本のほぼ中央に位置することから、国内の主要都市（東京、大阪、名古屋）
にそれぞれ3時間で移動が可能であり、交通アクセスが良好です。
　主要産業は「製造業」、「卸売業」、「小売業」。中核市平均と比べても、事業所数、
従業者数、販売額・出荷額など高い水準となっています。
　「製造業」の中でも、薬関連産業が盛んとなっており、古くから「くすりのまち富山」として全国にその名
が知られています。様々な産業と高度な都市機能、そして多様な文化と歴史を併せ持つ日本海側有数の中核
都市として発展を続けています。
　立山連峰からの豊富な水資源を活用した水力発電が製造業の発展を支え、その水で育てた米や酒は非常にお
いしく、富山湾に流れ込めば、海の幸の宝庫となり、「シロエビ」、「ホタルイカ」などの海産物も富山市の名物です。

人口▶410,352人（令和4年4月末時点）　面積▶1, 241. 70㎢ https://www.city.toyama.toyama.jp/index.html

富山市
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丸山島志々島の大楠

父母ケ浜（ちちぶがはま）

三豊市

高松市
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香
川
県
三
豊
市
か
ら
出
向
し
、
２
年
目
の
近
藤
と
申
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
私
の
地
元
で
あ
る
三
豊
市
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
三
豊
市

は
、
香
川
県
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、
粟
島
、
志
々
島
、
蔦
島
な
ど
の
島
し
ょ

部
や
海
か
ら
山
ま
で
の
多
彩
な
自
然
環
境
が
特
色
の
田
園
都
市
で
す
。
面
積
は

２
２
２
・
73
ｋ
㎡
で
、
県
内
２
番
目
の
規
模
で
す
。
人
口
は
6
万
人
ほ
ど
で
県

内
３
番
目
の
規
模
で
す
。
観
光
の
面
で
は
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
荘
内
半
島
に

位
置
す
る
「
紫
雲
出
山
の
桜
」
が
、Yahoo! JAPAN

の
「
日
本
が
誇
る
桜

の
絶
景
15
選
」
や
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
」
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
米
ボ
リ
ビ
ア
の
「
ウ
ユ
ニ
塩
湖
」
の
よ
う
な

写
真
が
撮
れ
る
と
話
題
の
「
父
母
ケ
浜
」
は
、
じ
ゃ
ら
ん
の
「
夕
日
絶
景
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
全
国
1
位
（
２
０
１
８
年
）
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
絶
景
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
全
国
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
特
産
品
の
面
で
は
、
ぶ
ど

う
、
も
も
、
オ
リ
ー
ブ
、
梨
、
み
か
ん
、
レ
モ
ン
、
い
ち
ご
等
の
果
物
が
豊
富

に
と
れ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ル
ー
ツ
王
国
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
香
川

県
随
一
の
お
茶
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
瀬
戸
内
海
の
い
り
こ

や
新
鮮
な
野
菜
、
米
な
ど
も
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
ふ
る
さ
と
財
団
で
の
業
務
に
つ
い
て
で
す
が
、
１
年
目
は
地
域
再
生

部
に
所
属
し
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
（
外
部
専
門
家
活
用
助
成
）
を

担
当
し
ま
し
た
。事
業
で
は
、地
方
創
生
に
取
り
組
む
９
つ
の
市
町
を
担
当
し
、

各
地
域
の
地
方
創
生
の
手
法
を
学
び
ま
し
た
。
地
方
に
は
少
子
高
齢
化
の
よ
う

全
国
の
地
方
創
生
の
た
め
に

開発振興部開発振興課　

近藤 優輝
令和3年度は

地域再生部地域再生課に配属

職員レポート

27

「
香
川
県
三
豊
市
」
の
魅
力
を

ほ
ん
の
一
部
だ
け
紹
介
し
ま
す

私の地元
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紫雲出山の桜

父母ケ浜のだるま夕日

フルーツ

曽保みかん

オリーブ

な
共
通
し
た
課
題
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
自

治
体
も
地
域
ご
と
の
課
題
に
対
し
て
、地
域
資
源
を
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
地
方
創
生
に
成
功
し
て
い
る
地

域
は
、
自
治
体
職
員
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
住
民
に
も
熱
意
が
あ

り
ま
す
。
行
政
に
頼
り
き
り
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
地
方
創
生
に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

２
年
目
で
あ
る
現
在
は
、
開
発
振
興
部
に
所
属
し
、
主
に
２
つ
の
事
業
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
む
市
町
に
対

し
て
、
具
体
的
・
実
務
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
専
門
家
に
業
務
を
委
託
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
能
力
を
活
用
し
て
ま
ち
な
か
の
都

市
機
能
等
の
維
持
・
拡
大
を
総
合
的
な
側
面
か
ら
促
進
し
、
地
方
創
生
に
資
す

る
よ
う
な
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業
」
で
す
。
２
つ
目
は
、Society5.0

の
様
々
な
可

能
性
を
活
用
す
る
地
域
を
実
現
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
と
な
る
市
町
に
よ
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
、
成
果
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
に
資

す
る
よ
う
な
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
モ
デ
ル
事
業
」
で
す
。
い
ず
れ
の
事
業
か
ら
も
、

行
政
だ
け
で
な
く
民
間
の
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
住
民
を
巻
き
込
む
こ
と

が
、
地
方
創
生
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
進
技
術
を
活
用

し
て
の
地
方
創
生
に
取
り
組
む
事
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
く

世
の
中
に
あ
っ
て
は
、
自
治
体
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
技
術
を
活
用
し
デ
ー
タ
を
入

手
し
た
う
え
で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

こ
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
、
日
々
学
び
な
が
ら
、
業
務
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。
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活力と魅力あふれる地域づくりのために




